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新
春
を
彩
る
植
物
の
「
松
竹
梅
」。

松
と
竹
は
常
緑
樹
の
代
表
で
す
。
昔
の

人
は
そ
の
葉
に
永
遠
の
命
や
若
さ
を
感

じ
、
お
正
月
の
門
松
は
そ
れ
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

１
月
20
日
ご
ろ
は
、
１
年
の
う
ち
で
も
っ

と
も
寒
さ
が
厳
し
い
時
期
と
言
わ
れ
る

大
寒
で
す
。一方
、
太
陽
は
少
し
ず
つ
力

強
さ
を
増
し
、
生
き
物
た
ち
は
敏
感
に

春
の
気
配
を
感
じ
取
り
、
目
覚
め
の
準

備
を
始
め
ま
す
。

　「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
は
不
況
な
状

況
で
あ
って
も
、
じ
っ
と
耐
え
忍
ん
で
い
れ

ば
、
い
ず
れ
幸
せ
が
巡
っ
て
く
る
と
い
う

意
味
で
す
。
寒
く
厳
し
い
冬
が
過
ぎ
れ

ば
、
暖
か
い
春
は
も
う
目
前
。
し
っ
か
り

と
畑
の
準
備
を
し
て
幸
せ
な
春
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

MIRAIRO

SAIJIKI

み
ら
い
ろ

歳
時
記

02…みらいろ歳時記
03…新年のごあいさつ　　代表理事組合長　菅野 孝志

04…ニュース
06…特集　今年は「戌年」！わが家のワンコ紹介します！ 
08…みらいろトピックス
　　 福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区
16…気の向くままに散歩道　おでかけ　みらいろーど
18…所得アップ実践農家の取り組みを紹介　農業人
20…新規就農応援セミナー 特集
22…地域の営農集団紹介
24…ＪＡの農業振興支援事業を活用　農業所得アップ優良事例紹介
25…輝きを未来へ　相馬農業高校
26…女性部活動紹介
28…ベジフルみらいろキッチン
29…元気にすくすく　みらいっ子
30…よくわかる福大農学系学部設置について
31…今月のおすすめ商品
32…みらいろ作品展
34…健康コラム
35…ＪＡからのお知らせ
40…農のある風景

【表紙のウラ話】
　今回の表紙はみんな大好
き（？）「みらいろ4兄弟」
です！可愛いですね～。本
店の2階で“準備”を終えた
彼らは、エレベーターに乗っ
て1階へ。エレベーターが
とても狭そうでした。本店
前での撮影中は、注目の的！
職員も、直売所にお買い物
に来たお客さんも様子をチ
ラチラ。彼らも注目される
のが楽しくて、テンション
高めでした。
　撮影を終えて、本店に戻っ
ていく猫背な「きゅうり之
介」の後ろ姿が、なんとも
言えない哀愁が漂っていて
…仕事で疲れ切ったサラ
リーマンの様でした。
　皆さんありがとうござい
ました～！

エレベーターに一緒に乗ったことを
後悔する桃之介（左）と米之介

「きゅうり之介」お疲れ様です…

も く じ

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
・
利
用
者
、
地
域
の
皆
様
方
に

寄
り
添
い
、
役
職
員
の
総
力
を
以
て
組
織
事
業
運

営
に
邁
進
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
は
、
我
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

福
島
の
「
食
と
緑
と
水
を
守
り
豊
か
な
自
然
・
環

境
・
景
観
・
国
土
を
育
み
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
農

業
生
産
活
動
を
通
じ
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
」
心

豊
か
な
誇
れ
る
福
島
を
目
指
し
た
平
成
27
年
第
39

回
Ｊ
Ａ
福
島
県
大
会
の
基
本
方
針
「
新
生
Ｊ
Ａ
の

合
併
事
業
計
画
の
着
実
な
実
践
」
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
3
月
に
誕
生
し
、
間
も
な
く
2
年
が
経
過

い
た
し
ま
す
。
①
消
費
者
と
共
生
す
る
「
安
全
安

心
な
ふ
く
し
ま
の
農
業
」
の
復
興
と
農
業
所
得
の

増
大
、
②
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
」
へ
の
貢
献
、
③
組
合
員
・
利
用
者
の
「
営
農

と
暮
ら
し
を
守
る
協
同
組
合
」
の
機
能
強
化
、
を

進
め
る
と
と
も
に
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
の
確
立
に
向
け
心
一
つ

に
し
て『
未
来
へ
の　

心
を
つ
な
ぐ　
パ
ー
ト
ナ
ー

～
農
を
は
ぐ
く
み　

地
域
を
つ
な
ぐ
～
』
た
め
に

力
強
い
ご
支
援
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
恒
常
化
し
つ
つ
あ
る
異

常
気
象
の
中
で
、
8
月
の
雨
、
9
月
以
降
の
雨
と

台
風
な
ど
に
よ
り
、
水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
桃
・

き
ゅ
う
り
・
野
菜
・
花
卉
・
畜
産
等
す
べ
て
の
農

業
生
産
活
動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
農

畜
産
物
販
売
高
は
計
画
を
割
り
込
む
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
力
合
わ
せ
知
恵
を
出

し
合
い
全
天
候
型
的
基
盤
の
整
備
に
よ
り
『
農
業

所
得
の
増
大
と
生
産
拡
大
さ
ら
に
活
力
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
』
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
6
年
10
か
月
。

風
評
被
害
も
少
し
ず
つ
和
ら
ぎ
は
じ
め
て
お
り
ま

す
が
、
米
・
牛
肉
・
桃
な
ど
で
は
未
だ
に
改
善
さ

れ
ず
、
平
成
29
年
4
月
、
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
に
よ
る

風
評
被
害
払
拭
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
流
通
・

消
費
・
生
産
の
分
野
へ
の
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
引
き
続
き
多
様

な
販
売
促
進
と
農
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
、

さ
ら
に
コ
メ
の
全
量
全
袋
検
査
（
見
直
し
も
予
測

さ
れ
る
中
）
に
つ
い
て
も
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、　

農
産
物
直
売
所
「
こ
ら
ん
し
ょ
市
」

二
本
松
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、
16
名

の
「
農
の
達
人
」
の
委
嘱
、
関
係
12
市
町
村
と
の

地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
力
協
定
の
締
結
な

ど
の
ほ
か
、
7
月
1
日
の
国
際
協
同
組
合
デ
ー
に

因
ん
で
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
仲

介
に
よ
り
福
岡
県
の
生
活
協
同
組
合
「
エ
フ
コ
ー

プ
」
と
大
分
県
の
「
コ
ー
プ
お
お
い
た
」
と
友
好

協
定
を
締
結
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
7
月
5
日
に

発
生
し
た
九
州
北
部
災
害
に
対
し
て
は
、
直
ち
に

救
援
物
資
を
送
る
と
と
も
に
お
見
舞
い
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。両
生
協
と
も
私
ど
も
の
桃
・
り
ん
ご
・

あ
ん
ぽ
柿
の
他
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
6
次
化
商
品
の
、

組
合
員
へ
の
提
供
に
ご
尽
力
頂
き
、
毎
年
取
扱
量

を
拡
大
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
11
月
に
は
「
み

ら
い
ろ
女
子
会
」
も
駆
け
つ
け
交
流
し
今
後
の
互

い
の
交
流
を
誓
い
合
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
の
農
業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
農
業
競
争
力
強
化
関
連
法
案
成
立
・
種
子
法

の
廃
止
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日
Ｅ
Ｕ　

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
規
制

改
革
推
進
会
議
か
ら
の
中
央
卸
売
市
場
法
の
改
悪

（
受
託
拒
否
禁
止
の
撤
廃
・
市
場
開
設
の
自
由
化

等
）
へ
の
動
き
な
ど
、
日
本
農
業
を
崩
壊
さ
せ
る

よ
う
な
施
策
が
次
々
と
出
さ
れ
る
異
常
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
将
来
の
地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成

や
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
み
ん
な
が
農
業
や
農

村
や
Ｊ
Ａ
を
「
良
い
な
」と
言
い
切
れ
る
た
め
に「
生

業
と
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
創
造
的
自
己
改
革
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
生
業
と
暮

ら
し
」
の
中
心
に
あ
る
「
農
業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
・

女
性
が
輝
く
」
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。
農
業
協
同

組
合
と
し
て
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
使
命
を
深
く

認
識
し
、コン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
の
強
化
と
合
わ
せ
、

全
て
の
課
題
や
問
題
の
解
決
策
は
現
場
に
あ
る
が

故
に
「
聴
い
て　

見
て　

考
え　

夢
見
て　

成
し

遂
げ
る
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
こ
と
と
、
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
の

皆
様
方
に
と
っ
て
幸
せ
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

代表理事組合長

菅野　孝志

『未来への 心をつなぐ パートナー』
“農をはぐくみ 地域をつなぐ ”

「生業と暮らしに寄り添った創造的自己改革」

農×

暮
ら
し

農×

暮
ら
し

農×

暮
ら
し

農×

暮
ら
し
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NEWS
ニュース

　

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
5
日
、
平
成
29
年
度

あ
ん
ぽ
柿
共
販
推
進
会
議
を
伊
達
市
の

み
ら
い
ホ
ー
ル
ラ
ブ
ー
ル
で
開
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
度
、
昨
年
対
比

１
２
６
％
の
９
９
０
ｔ
の
出
荷
を
計
画
。

会
議
で
は
計
画
出
荷
及
び
需
要
期
出
荷

に
よ
る
有
利
販
売
の
確
立
や
、
市
場
へ

正
確
な
産
地
情
報
を
発
信
し
て
い
く
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、
1
月
末

に
か
け
て
消
費
宣
伝
活
動
も
行
い
、
あ

ん
ぽ
柿
の
Ｐ
Ｒ
を
各
地
で
実
施
し
ま
す
。

　

加
工
再
開
5
年
目
を
迎
え
た
今
年
度

は
、
福
島
市
・
伊
達
市
・
桑
折
町
・
国 ▲想いを述べる宍戸部会長

▲真剣な面持ちで方針を確認する出席者

▲ 47年会の稲葉篤紀会長から指導を受ける児童

NEWS�1
あ
ん
ぽ
柿
共
販
推
進
会
議

有
利
販
売
に
向
け
情
報
共
有

NEWS�2
プ
ロ
野
球
47
年
会
野
球
教
室

プ
ロ
野
球
選
手

が
技
術
指
導

見
町
の
2
市
2
町
全
域
が
「
加
工
再
開

モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
前
年
以

上
の
出
荷
が
見
込
め
る
体
制
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
加
工
期
間
の

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
柿
の
乾
燥
状

態
も
良
好
で
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
は
昨
年

以
上
の
出
荷
量
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
県
や
市
場
、
Ｊ
Ａ
な
ど

か
ら
約
80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
あ
ん

ぽ
柿
生
産
部
会
の
宍
戸
里
司
部
会
長
は

「
産
地
の
完
全
復
活
に
向
け
て
環
境
が

整
っ
て
き
た
。
今
年
は
震
災
前
の
水
準

の
90
％
を
目
指
し
、
着
実
に
歩
み
を
進

め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

NEWS�4
清
流
く
る
み
会

よ
み
が
え
れ
里
山
の
景
観

　

福
島
市
上
山
口
地
域
の
環
境
保
全
団

体
「
清
流
く
る
み
会
」
は
12
月
3
日
、

毎
年
恒
例
の
胡
桃
川
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
福
島
市
の
事
業
を
活

用
し
て
ホ
タ
ル
の
幼
虫
と
カ
ワ
ニ
ナ
も

放
流
。
来
年
の
初
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
舞

う
予
定
で
、
会
員
ら
は
昔
の
よ
う
な
景

観
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
平
成
7
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

福
島
市
の
東
部
か
ら
阿
武
隈
川
へ
と
流

れ
出
る
準
用
河
川
の
胡
桃
川
を
蘇
ら
せ

る
た
め
の
清
掃
活
動
や
、
川
沿
い
の
東

屋
建
設
に
よ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
が
認
め
ら
れ
平
成
26
年
に
は
環

境
省
の
地
域
環
境
保
全
功
労
者
表
彰
を

受
賞
。
旧
Ｊ
Ａ
新
ふ
く
し
ま
で
は
環
境

保
全
等
活
動
団
体
に
も
認
定
し
て
い
ま

す
。

　

23
回
目
と
な
る
今
回
の
川
清
掃
に

は
、
会
員
な
ど
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
大
雨
の
影
響
で
、
例
年
よ
り
川

に
流
れ
込
ん
だ
ゴ
ミ
が
多
く
、
会
員
は

下
流
域
を
中
心
に
手
分
け
し
て
そ
れ
ら

を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
の
後

に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
と
エ
サ
と

な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
鈴
木
武
雄
さ
ん
は
「
昔

の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
幻
想
的
に
舞
う
里

山
に
戻
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲ホタルの幼虫を放流する会員

▲入賞した生産者の皆さん

NEWS�5
お
い
し
い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル

管
内
一
の
米
決
ま
る
！

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
栽
培
さ
れ
た
米
の
イ

チ
バ
ン
を
決
め
る
「
お
い
し
い
お
米
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
12
月
11
日
、
北
信
支
店

で
開
き
ま
し
た
。
福
島
、
伊
達
、
安
達
、

そ
う
ま
の
4
地
区
か
ら
出
品
さ
れ
た「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
天
の
つ

ぶ
」
を
食
味
審
査
し
、
総
合
の
部
最
優

秀
賞
は
安
達
地
区
の
あ
だ
た
ら
ド
リ
ー

ム
ア
グ
リ
㈱
の
「
天
の
つ
ぶ
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
高
品
質
、
良
食
味

米
生
産
の
技
術
確
立
や
ブ
ラ
ン
ド
確
立

を
目
的
に
今
年
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

各
地
区
の
予
選
会
を
通
過
し
た
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
4
点
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
2
点
、

「
天
の
つ
ぶ
」
4
点
が
出
品
さ
れ
、
審

査
の
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
生
産
者
、
関
係
者

ら
約
30
人
が
炊
き
立
て
の
ご
飯
の
香
り

や
味
、
粘
り
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
あ
だ
た
ら
ド

リ
ー
ム
ア
グ
リ
㈱
の
古
川
沙
織
さ
ん
は

「
一
番
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
。
と
て
も
嬉
し
い
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

総
合
の
部
最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
武
田
藤
男
さ
ん
（
安
達
地
区
）

優
秀
賞
＝
平
野
和
衛
さ
ん
（
福
島
地
区
）、

小
賀
坂
義
行
さ
ん
（
伊
達
地
区
）、
佐
藤
徹

広
さ
ん
（
そ
う
ま
地
区
）

【「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
菅
野
勝
彦
さ
ん
（
福
島
地
区
）

優
秀
賞
＝
武
島
竜
太
さ
ん（
そ
う
ま
地
区
）

【「
天
の
つ
ぶ
」
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
佐
藤
徹
広
さ
ん（
そ
う
ま
地
区
）

優
秀
賞
＝
大
波
康
良
さ
ん
（
福
島
地
区
）、

佐
藤
政
徳
さ
ん
（
伊
達
地
区
）

　

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
福
島
は
12
月

3
日
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
プ
ロ

野
球
47
年
会
野
球
教
室
を
Ｊ
Ａ
福
島
ビ

ル
敷
地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
き
、
管

内
の
小
学
生
軟
式
野
球
チ
ー
ム
12
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
元

プ
ロ
の
選
手
15
人
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

守
備
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
教
わ
り
、

ま
た
、
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
学
ん
だ
こ
と
を

練
習
に
生
か
し
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲�菊田委員長（左から3番目）から答申書が
手交された菅野組合長（右から4番目）

NEWS�3
「
次
期
経
営
組
織
体
制
答
申
書
」手
交

経
営
基
盤
強
化
へ

　

次
期
経
営
組
織
体
制(

平
成
31
～
34

年
度)

に
か
か
る
答
申
書
が
12
月
11

日
、
菊
田
透
経
営
組
織
体
制
審
議
委
員

長
か
ら
菅
野
孝
志
組
合
長
へ
手
交
さ
れ

ま
し
た
。

　

経
営
組
織
体
制
審
議
委
員
会
は
菅
野

組
合
長
よ
り
諮
問
さ
れ
た
、
組
合
員
の

的
確
な
意
思
反
映
や
運
営
参
画
が
今
期

以
上
に
実
現
で
き
る
経
営
組
織
体
制
の

実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の

強
化
や
役
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て
審
議

を
慎
重
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

答
申
を
受
け
た
菅
野
組
合
長
は
、「
答

申
を
基
に
組
織
協
議
を
実
施
し
万
全
な

次
期
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス
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犬種：
ダルメシアン
年齢：
2歳7ヶ月
特技：
脱走が得意の暴
れん坊！
飼い主名：
髙橋 文治様

犬種：秋田犬
年齢：1歳
特技：
ボールで遊ぶの
が大好き
飼い主名：
渡辺 友子様

犬種：
トイ・プ－ドル
年齢：
4歳
特技：
とにかく吠えない
飼い主名：
武田 彩伽様

犬種：柴犬
年齢：13歳
特技：
大人しく、
人なつっこい
飼い主名：
柚井 義次様
ＪＡへのひとこと：
今まで通りのサービス
を続けていってほしい

犬種：バーニーズマウンテンドック
年齢：7歳
特技：犬小屋の屋根の上に乗ってのんびり

日向ぼっこしながら、近所の猫やすず
め達が自分の残した餌を食べに来る
のを見守ること。

飼い主名：小泉 英明様

犬種：ミニチュアダックスフンドワイヤー、
ミニチュアダックスフンドスムース

年齢：サンタ7歳、ポポ3歳
特技：太り気味でちょっと人見知りだけ

ど、とても元気いっぱいで優しいで
す。サンタくんがポポくんのお父さ
んです。

飼い主名：原田 武明様

犬種：柴犬
年齢：5歳
特技：
人見知りをしないこと
飼い主名：
安田 喜博様犬種：パグ

年齢：母親11歳、こども9歳
特技：
仲良し親子です。
ごはんとおやつの時は順番が
決まっているので順番を守り、
自分の順番がくるまで「待て」
が出来ること
飼い主名：
太田 広昭様 犬種：ポインター

年齢：10歳
特技：
猟の時に、キジや
山ドリを追い出す
のが上手です
飼い主名：
渡辺 政美様
ＪＡへひとこと：
もっと組合員に密
着したＪＡになっ
て欲しい。

犬種：柴犬
年齢：3歳
特技：
ご飯を食べるとき
お手をする
飼い主名：
栃窪 俊市様

犬種：シェットランドシープドッグ
年齢：8歳
特技：
すっと通った鼻筋かっこいいでしょ？
「おやつ教えて～」というと、おやつ
の上でちょんちょんと場所を教えて
くれる
飼い主名：
山田 久夫様

犬種：
秋田犬
年齢：
3歳6ケ月
特技：
家族を守ってくれる
飼い主名：
遠藤 伝栄様

犬種：フレンチブル
年齢：10歳
特技：
普通の犬（雄）は、足を上げてオ
シッコをしますが、光タローは、
手を上げてオシッコをします。
飼い主名：
横山 光衛様

光タローくん

わが家のワンコ
紹介します！

ペコちゃん

犬種：
カニヘンダックスフンド
年齢：
14歳
特技：
成一さんと一緒にお風
呂に入ります。
甘いものが好き！（特に
おまんじゅう♥）
飼い主名：
阿部 成一様
ＪＡへのひとこと：
農振会での組合員数
が減って、地域の横の
つながりが難しくなっ
てきた。座談会の様な他の農振会と交流できる場を、ＪＡ主導でもっと
作って欲しい。（農繁期だと参加できない時もあるので）

母親 プルちゃん、子供 こてつ、
こりき、こむすび、あけび、まつり

犬種：パピヨン
年齢：4歳
特技：
とても人懐く、好奇心旺盛。
ささみガムがおやつで大好物！
飼い主名：
但野 繁様

犬種：雑種
年齢：4歳
特技：
豚小屋で飼っているた
め、豚と仲良くできる。
甘いものと煎餅が好き。

飼い主名：
渡辺 龍一様
孫・大馳君
ＪＡへのひとこと：
何十年もお世話になってい
て、細かいところまで配慮し
てもらって感謝しています。

ジョン子くん

フェリーチェくん

ころんくん

クロちゃん

キングくん

はなこちゃん

風くん

チビくん

パンチくん

サンタくん、ポポくん

モアちゃん

アナちゃん＆エルサちゃん

クッキ－くん

。今 年 もよ ろ くお 願 い い た しし ま す

特
集

特
集
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接
触
事
故
な
ど
の
ス
タ
ン
ト
を
実
演
し

ま
し
た
。生
徒
の
皆
さ
ん
は「
危
な
い
！
」

「
キ
ャ
ー
」
な
ど
の
叫
声
を
あ
げ
な
が

ら
険
し
い
表
情
で
実
演
を
見
つ
め
、
普

段
の
運
転
を
振
り
返
り
な
が
ら
危
険
を

認
識
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

域
の
組
合
員
な
ど
32
人
が
参
加
し
、
健

康
体
操
で
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
参
加

者
同
士
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

大
波
い
っ
て
み
ね
会
は
今
年
で
6
年

目
。
震
災
後
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
簡
単
な
健
康
体
操
と
健
康

管
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
の

テ
ス
ト
や
Ｊ
Ａ
で
普
及
さ
せ
て
い
る
レ

イ
ン
ボ
ー
体
操
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
は
「
運
動
し
て
体
が

温
ま
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た
の
で
ま
た

開
催
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

福
島
大
学
小
山
良
太
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
な
ど
は
11
月
23
日
、
第
3
回
ふ
く

し
ま
・
か
わ
ま
た
米
コ
ン
テ
ス
ト
を
福

島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で
開
き
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
食
味
計
・
穀
粒

判
別
機
・
味
度
計
に
か
け
て
選
別
さ
れ

た
管
内
の
米
、
上
位
10
点
を
審
査
員
が

食
味
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
来

場
者
も
出
品
米
の
試
食
や
一
位
予
想
投

票
、
卵
か
け
ご
飯
の
振
る
舞
い
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
に
地
元
の
お

米
の
美
味
し
さ
を
存
分
に
体
感
し
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
1
位
に
な
っ
た
平

野
和
衛
さ
ん
の
米
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
お
い

し
い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

▲出品米の試食を求める行列

趣
向
凝
ら
し
て

美
味
し
さ
Ｐ
Ｒ

ふ
く
し
ま・か
わ
ま
た
米
コ
ン
テ
ス
ト

　
福
島
市
水
保
地
域
の
後
藤
喜
代
子
さ

ん
の
畑
で
11
月
22
日
早
朝
、
栽
培
し
て

い
る
ハ
ボ
タ
ン
に
霜
が
降
り
、
花
が
咲

い
た
よ
う
に
見
え
る
現
象
が
起
こ
り
ま

し
た
。
喜
代
子
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
よ

う
な
現
象
は
6
年
以
上
ハ
ボ
タ
ン
を
栽

培
し
て
い
て
初
め
て
。
実
は
、
ハ
ウ
ス

の
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
忘
れ
た
こ
と
が
原

因
と
い
う
こ
と
で
す
が
、「
綺
麗
だ
か

ら
絶
対
に
写
真
撮
っ
て
！
」
と
息
子
さ

ん
に
懇
願
し
ま
し
た
。

　
自
宅
に
は
大
き
く
引
き
伸
ば
し
た
写

真
を
飾
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
。
喜
代
子
さ

ん
は
「
本
当
に
花
が
咲
い
て
い
る
と
思
っ

た
。
自
然
は
こ
ん
な
芸
術
作
品
を
生
む

の
か
と
驚
い
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　▲花のように見えるハボタン

自
然
が
生
ん
だ

芸
術
作
品

ハ
ボ
タ
ン
に
霜
降
り
る

　

福
島
市
仁
井
田
の
斉
藤
ヤ
ス
さ
ん
が
12

月
2
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

し
た
。
当
Ｊ
Ａ
福
島
地
区
の
福
島
南
支
店

は
11
月
29
日
、
長
寿
祝
い
を
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
あ
っ
た
か
い
ご
方
木
田
で
行
い
、

永
澤
信
弘
地
区
担
当
常
務
と
西
沢
政
邦
支

店
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
習

字
な
ど
多
趣
味
だ
っ
た
ヤ
ス
さ
ん
。
ご
家

族
の
皆
さ
ん
は
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
、

気
を
付
け
て
欲
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

▲永澤常務から感謝状を受け取るヤスさん㊧

斉
藤
ヤ
ス
さ
ん
に

感
謝
状

年
金
友
の
会
長
寿
祝
い

　

川
俣
・
山
木
屋
・
飯
野
支
店
の
合
同
企

画
で
11
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
味
覚

友
の
会
の
旅
行
を
実
施
し
、
組
合
員
な
ど

32
人
が
岩
手
方
面
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

味
覚
友
の
会
の
名
前
の
通
り
、
参
加
者

は
盛
岡
の
わ
ん
こ
そ
ば
や
大
船
渡
で
の
三

陸
海
の
幸
な
ど
を
満
喫
。
わ
ん
こ
そ
ば
は

男
性
が
最
高
で
60
杯
、
女
性
が
61
杯
を
完

食
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
三
大
鍾
乳
洞

の
龍
泉
洞
や
浄
土
ヶ
浜
、
中
尊
寺
な
ど
の

▲テーブルに高く積み上がったお椀

岩
手
で
グ
ル
メ
を

満
喫
！

川
俣・山
木
屋・飯
野
支
店

企
画「
味
覚
友
の
会
」

　

福
島
市
立
東
湯
野
小
学
校
の
児
童
が

12
月
5
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所

「
こ
こ
ら
」
矢
野
目
店
前
で
り
ん
ご
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
湯
野
小
で
は
地
元
に
理
解
を
深
め

る
た
め
、
学
校
近
く
の
畑
で
り
ん
ご
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
児
童
達
は
生
産
者

と
一
緒
に
、
春
の
花
粉
交
配
か
ら
、
摘

果
、
葉
取
り
、
収
穫
の
一
連
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

直
売
所
で
の
販
売
に
は
8
人
が
参

加
。り
ん
ご
の
帽
子
を
被
り
な
が
ら「
お

い
し
い
り
ん
ご
は
い
か
が
で
す
か
」
と

来
店
客
に
元
気
よ
く
呼
び
か
け
、
手
書

き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
り
ん
ご
を
販
売

し
ま
し
た
。

▲お客さんの注文を聞く児童

販
売
通
し
て
地
元

の
農
業
知
る

東
湯
野
小
学
校
り
ん
ご
販
売
体
験

　

第
4
回
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
料
理
コ
ー

ス
の
講
座
を
12
月
5
日
、
北
信
支
店
で

開
催
し
ま
し
た
。「
簡
単
に
で
き
る
ご

ち
そ
う
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
「
チ
キ
ン

の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
煮
」や「
ニ
ョ
ッ

キ 

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
和
え
」
な
ど
4

品
を
調
理
。
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
は
小
麦

粉
で
は
な
く
米
粉
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

ニ
ョ
ッ
キ
を
初
め
て
作
っ
た
受
講
生

が
多
く
「
手
間
が
か
か
る
け
ど
初
め
て

で
楽
し
か
っ
た
」「
孫
と
一
緒
に
や
っ

た
ら
い
い
か
も
」
な
ど
感
想
を
話
し
ま

し
た
。
講
師
か
ら
は
上
品
に
見
え
る
盛

り
付
け
の
仕
方
な
ど
も
習
い
、
い
つ
も

の
料
理
が
ご
ち
そ
う
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。

▲鶏肉の下ごしらえをする参加者

簡
単
メ
ニ
ュ
ー
で

お
も
て
な
し

ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
料
理
コ
ー
ス

　

福
島
東

部
支
店
は

12
月
9
日
、

第
5
回
大

波
い
っ
て

み
ね
会
を

大
波
地
区

活
性
化
セ

ン
タ
ー
で

開
き
ま
し

た
。
同
地

健
康
体
操
で

身
体
ぽ
か
ぽ
か

大
波
行
っ
て
み
ね
会

▲講師に合わせて身体を動かす参加者

　

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
12
月
8
日
、

福
島
県
立
福
島
明
成
高
校
で
開
き
ま
し

た
。
1
、
2
年
生
４
７
０
人
が
ス
タ
ン
ト

マ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
交
通
事
故
再
現
を
間

近
で
見
学
し
、
身
近
に
潜
む
危
険
を
認
識

し
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
で
、
同
校
で
開
催
す
る
の
は
今
回

が
初
め
て
。校
庭
に
道
路
を
再
現
し
、シ
ャ

ド
ー
ス
タ
ン
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
、
交

差
点
で
の
衝
突
事
故
や
違
反
運
転
に
よ
る

▲事故再現に釘付けの生徒たち

交
通
安
全

呼
び
か
け
る

福
島
明
成
高
校
交
通
安
全
教
室

ま
し
た
。

観
光
も
楽
し
み
、
岩
手
県
を
満
喫
し
な

が
ら
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

地
域
面
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▲住職による迫力ある演唱

森
羅
万
象
か
ら
の

「
声
」を
聴
く

鎮
魂
コ
ン
サ
ー
ト「
声し
ょ
う

明み
ょ
う

」

　

仏
教
の
法
話
と
演
唱
に
親
し
む
鎮
魂

コ
ン
サ
ー
ト
「
声
明
」
を
11
月
28
日
に

伊
達
市
の
み
ら
い
斎
場
ほ
ば
ら
で
開
き
、

組
合
員
や
利
用
者
な
ど
１
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
保
原
町
円
福
寺
の
石
井
祐

聖
住
職
に
よ
る
法
話
と
住
職
19
人
に
よ

る
演
唱
が
「
供
養
の
調
べ
」「
祈
願
の

響
き
」「
鎮
魂
の
調
べ
」
の
3
部
構
成

で
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
普
段
は
あ
ま

り
聴
け
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
耳
を
傾
け
、

心
を
鎮
め
て
い
ま
し
た
。

▲消火訓練を行う職員

万
が
一
に
備
え
て

伊
達
地
区
本
部
防
災
訓
練
実
施

　

伊
達
地
区
本
部
は
12
月
7
日
、
毎
年

恒
例
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
職
員
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
防
火
訓
練
・
避

難
訓
練
を
行
い
、
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
地
区
本
部
か
ら
出
火

し
た
想
定
で
行
い
、
避
難
訓
練
後
に
は

実
際
に
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練

も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
煙
を

充
満
さ
せ
た
部
屋
に
入
り
、
火
災
時
の

状
況
を
体
験
す
る
煙
体
験
も
行
い
ま
し

た
。

　

舟
山
悦
雄
本
部
長
は
「
今
回
の
防
災

訓
練
で
訓
練
し
た
こ
と
を
実
際
の
火
災

が
あ
っ
た
場
合
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
講

評
を
述
べ
ま
し
た
。

▲�贈呈されたみかんを受け取る萩原常務㊨
舟山本部長

あ
ん
ぽ
柿
生
産
者

を
応
援

東
京
シ
テ
ィ
青
果
み
か
ん
贈
呈
式

　

伊
達
地
区
本
部
で
12
月
4
日
、
東
京

シ
テ
ィ
青
果
㈱
が
み
か
ん
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
贈
呈
式
は
、
当
Ｊ
Ａ
が
平
成

28
年
度
に
約
１
２
５
ｔ
の
あ
ん
ぽ
柿
を

東
京
シ
テ
ィ
青
果
へ
出
荷
し
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
現
在
も
続
く
風
評
被
害
と

闘
い
続
け
る
あ
ん
ぽ
柿
生
産
者
の
応
援

の
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
合
計
１
０
０
０
箱
（
1
箱
5

㎏
）
が
東
京
シ
テ
ィ
青
果
か
ら
萩
原
嘉

昭
地
区
担
当
常
務
と
舟
山
悦
雄
伊
達
地

区
本
部
長
に
贈
呈
さ
れ
、
萩
原
常
務
は

「
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
あ
ん

ぽ
柿
を
出
荷
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。
み
か
ん
は
あ
ん
ぽ
柿
部
会
会

員
７
４
４
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

▲表彰される渡辺健吾さん㊧

き
ゅ
う
り
出
荷

強
化・拡
大
へ

き
ゅ
う
り
生
産
部
会

梁
川
支
部
優
良
出
荷
者
表
彰

　

伊
達
地
区
き
ゅ
う
り
生
産
部
会
梁
川

支
部
は
12
月
7
日
、
梁
川
総
合
支
店
で

栽
培
出
荷
反
省
会
と
通
常
総
会
を
行
い

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
優
良
出
荷
者

表
彰
を
行
い
生
産
者
15
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
産
地
の
維
持
・
拡
大

や
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、
Ｊ

Ａ
の
農
業
振
興
支
援
事
業
や
既
存
の

き
ゅ
う
り
選
別
機
の
活
用
に
よ
る
生
産

量
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
萩
原
嘉
昭
地
区
担
当

常
務
や
橘
一
郎
支
部
長
な
ど
が
、
表
彰

状
と
記
念
品
を
授
与
。橘
支
部
長
は「
来

年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
生
産
者
が
受

賞
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲目揃え会の参加者

▲規格を説明する宍戸部会長㊨

農
の
達
人
に
出
荷
規
格
学
ぶ

あ
ん
ぽ
柿
目
揃
え
会

　

蜂
屋
柿
の
あ
ん
ぽ
柿
目
揃
え
会
を
12

月
12
日
、
梁
川
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
あ
ん
ぽ
柿
生
産
部
会
役
員
や

共
選
場
の
選
果
人
な
ど
約
30
人
が
出
席

し
、
高
品
質
な
あ
ん
ぽ
柿
の
出
荷
に
向

け
て
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
揃
え
会
は
今
年
度
か
ら
当

Ｊ
Ａ
で
取
り
組
む
「
農
の
達
人
」
制
度

を
活
用
し
、
規
格
説
明
は
農
の
達
人
の

宍
戸
里
司
部
会
長
が
務
め
ま
し
た
。
宍

▲参加者が見つめる中剪定する山田さん

剪
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
伝
授

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
剪
定
講
習
会

　
「
農
の
達
人
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ

る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
剪
定
講
習
会

を
12
月
18
日
、
伊
達
市
上
保
原
の
園
地

で
行
い
ま
し
た
。
生
産
者
約
50
人
が
参

加
し
、
実
演
を
見
な
が
ら
剪
定
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
農
の
達
人
」
で
あ
る
山
田
俊
一
郎

さ
ん
は
講
習
会
で
、
山
梨
県
に
研
修
に

行
っ
て
学
ん
だ
剪
定
方
法
や
長
年
の
生

産
の
中
で
身
に
付
け
た
技
能
を
説
明
し

ま
し
た
。
様
々
な
栽
培
方
法
の
中
で
も

比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
「
ロ
ケ
ッ
ト

式
一
文
字
整
枝
」
と
呼
ば
れ
る
法
則
性

に
基
づ
い
た
剪
定
方
法
を
紹
介
。
今
後

の
よ
り
一
層
の
高
品
質
な
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
栽
培
に
向
け
、
生
産
者
間
で

意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

▲感謝状を喜ぶシズエさん

松
原
シ
ズ
エ
さ
ん

に
感
謝
状

年
金
友
の
会
長
寿
祝
い

　

伊
達
郡
桑
折
町
の
松
原
シ
ズ
エ
さ
ん

が
12
月
11
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。
伊
達
地
区
本
部
の
舟
山

悦
雄
地
区
本
部
長
と
年
金
友
の
会
半
田

支
部
の
早
田
與
喜
治
支
部
長
、
半
田
支

店
の
高
橋
智
洋
支
店
長
は
同
日
、
シ
ズ

エ
さ
ん
の
自
宅
を
訪
れ
、
感
謝
状
と
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

何
で
も
食
べ
る
と
い
う
シ
ズ
エ
さ
ん

が
特
に
好
き
な
食
べ
物
は
柿
と
お
肉
で

す
。
長
寿
の
秘
訣
は
「
孫
や
ひ
孫
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
会
う
こ
と
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

戸
部
会
長
は
現
物
を
手
に
取
り

な
が
ら
「
箱
や
ト
レ
ー
ご
と
に

あ
ん
ぽ
柿
の
色
を
統
一
し
て
く

だ
さ
い
」
と
出
席
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
様
の
目
揃
え
会

を
伊
達
地
区
内
の
6
ヶ
所
で
開

き
、
生
産
者
全
体
で
規
格
を
統

一
し
ま
し
た
。

　
「
農
の
達
人
」
制
度
と
は
長

年
の
経
験
や
知
識
、
技
術
を
持

つ
中
核
農
家
を
、
Ｊ
Ａ
の
作
物

別
営
農
技
術
員
と
し
て
委
嘱
す

る
取
り
組
み
で
す
。
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域
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南
部
会
場
は
大
玉
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
き
、受
講
生
約
40
人
が
参
加
。

お
正
月
用
の
輪
飾
り
と
第
４
回
目
で
収

穫
し
た
お
米
で
お
に
ぎ
り
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
椿
や
梅
、
折
り

紙
で
作
っ
た
鶴
な
ど
を
使
い
一
生
懸
命

輪
飾
り
を
作
り
、
個
性
豊
か
な
作
品
に

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
手
作

り
の
お
に
ぎ
り
や
職
員
が
用
意
し
た
ポ

ト
フ
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
各
会
場
閉
校
式

を
行
い
、
菅
野
徳
一
郎
安
達
地
区
担
当

常
務
が
修
了
証
書
を
受
講
生
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

第
１
次
審
査
は
穀
粒
判
別
機
と
食
味

分
析
計
を
使
い
、上
位
30
点
ま
で
絞
り
、

第
２
次
審
査
は
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
玄
米
品
質
と

食
味
値
を
分
析
。
最
終
審
査
は
菅
野
徳

一
郎
同
地
区
担
当
常
務
や
関
係
者
が
審

査
員
と
し
て
第
２
次
審
査
を
通
過
し
た

上
位
５
点
の
食
味
審
査
を
実
施
。
香
り

や
粘
り
な
ど
５
項
目
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
菅
野
常
務
が
入
賞
者
に

表
彰
状
や
「
お
米
の
達
人
」
の
認
定
証

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
武
田
さ
ん
は

「
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
と
て
も
嬉
し

い
。
来
年
も
お
い
し
い
米
作
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
本
部
は
11
月
29
日
、
同
地

区
本
部
で
お
い
し
い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル

の
最
終
審
査
と
表
彰
式
を
開
き
、
最
優

秀
賞
に
武
田
藤
男
さ
ん
が
出
品
し
た
特

別
栽
培「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」を
選
び
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
高
品
質
、
良
食
味

米
の
生
産
技
術
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
確
立

が
目
的
。
入
賞
者
を
「
お
米
の
達
人
」

に
認
定
し
、
入
賞
し
た
米
を
「
お
米
の

達
人
米
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
12
月
に
本
店
主
催
の
お

米
コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
も
兼
ね
て
実
施
。

今
年
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
60
点
、「
天

の
つ
ぶ
」
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
は
12
月
10
日
に
北
東
部
会

場
、
17
日
に
南
部
会
場
で
第
５
回
ち

び
っ
こ
農
業
大
学
を
開
き
ま
し
た
。

　

北
東
部
会
場
は
ラ
ポ
ー
ト
あ
だ
ち
で

開
き
、
受
講
生
15
人
が
参
加
。
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
米
粉
ピ
ザ
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
で
は
紙
皿
を
輪
っ
か
の
よ
う
に
く
り

抜
き
、
色
紙
や
リ
ボ
ン
な
ど
で
飾
り
付

け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。米
粉
ピ
ザ
作
り
で
は
ハ
ム
や
チ
ー

ズ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、

焼
き
上
が
っ
た
ピ
ザ
は
お
昼
に
皆
で
和

気
あ
い
あ
い
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
11
月
28
日
、
第
２
回
安
達

高
校
食
育
教
室
を
同
校
の
調
理
室
で
行

い
ま
し
た
。
家
庭
科
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
を
履
修
す
る
３
年
生
23
人
が
参

加
し
、
地
元
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
安
達
地
区
本
部
二
本

松
総
合
支
部
の
橋
本
昭
子
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、
大
豆
か
ら
作
る
豆
腐
と
豆
腐

を
作
る
際
に
で
き
る「
お
か
ら
」を
使
っ

た
サ
ラ
ダ
の
２
品
を
作
り
ま
し
た
。
前

日
か
ら
水
に
浸
し
て
お
い
た
大
豆
を
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
る
と
青
臭
い
匂
い
が
広

が
り
、
生
徒
た
ち
は
「
こ
れ
が
本
当
に

　

安
達
地
区
本
部
は
12
月
５
日
、
二
本

松
市
で
安
達
地
区
や
さ
い
部
役
員
研
修

会
を
開
き
ま
し
た
。
や
さ
い
部
役
員
や

Ｊ
Ａ
役
職
員
、
市
場
関
係
者
な
ど
約
70

人
が
出
席
し
、
次
年
度
に
向
け
た
取
り

組
み
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
同
地
区
や
さ
い
部
の
阿

部
與
一
部
会
長
が
「
来
年
度
は
今
年
度

以
上
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
対

策
を
協
議
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
今
年
度
の
販
売
実
績

を
報
告
。
そ
の
後
、
品
目
ご
と
に
分
科

会
を
開
き
、
生
育
経
過
や
販
売
実
績
を

確
認
。
今
年
度
の
課
題
を
基
に
来
年
度

に
向
け
た
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
は
12
月
12
日
、
本
宮
中
央

公
民
館
で
第
4
回
自
然
塾
を
開
き
ま
し

た
。
本
宮
市
や
大
玉
村
の
組
合
員
な
ど

27
人
が
参
加
し
、
お
も
て
な
し
料
理
4

品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

同
塾
で
は
講
師
の
阿
部
キ
ヨ
さ
ん
が

普
段
捨
て
て
し
ま
う
親
芋
を
使
っ
た
ハ

ン
バ
ー
グ
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
鶏
ハ

ム
、
八
幡
巻
き
、
イ
カ
の
マ
リ
ネ
の
4

品
を
指
導
。
参
加
者
は
班
に
分
か
れ
て

作
業
を
分
担
し
な
が
ら
調
理
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
完
成
さ
せ
た
料
理
を
味
わ
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
お
正
月
に
早
速
作
っ
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲�最優秀賞に輝いた武田さん（前列左から２番目）
と入賞者の皆さん

▲審査する菅野常務㊨

▲北東部会場の皆さん

▲南部会場の皆さん

▲大豆をミキサーにかける生徒

▲豆乳を鍋で煮る生徒

▲完成させた手作り豆腐とおからサラダ

▲あいさつする阿部部会長

▲作業を分担しながら調理を行う参加者の皆さん

最
優
秀
賞
に
武
田
さ
ん

安
達
地
区
お
い
し
い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル

リ
ー
ス
や
お
正
月
飾
り
作
り
に
挑
戦

ち
び
っ
こ
農
業
大
学

地
元
の
大
豆
で
豆
腐
を
作
ろ
う
！

安
達
高
校
食
育
教
室

次
年
度
に
向
け
て

研
修
会

や
さ
い
部
役
員
研
修

お
も
て
な
し
料
理

４
品
を
調
理

第
４
回
自
然
塾

豆
腐
に
な
る
の
か
な
」
と
い
う
様
子
で

し
た
。
し
か
し
、
す
り
つ
ぶ
し
た
大
豆

を
鍋
で
煮
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
豆
腐

の
匂
い
に
変
わ
っ
て
い
き
驚
い
た
様
子

で
し
た
。
絞
る
作
業
で
は
「
豆
乳
と
お

か
ら
が
こ
う
や
っ
て
で
き
る
と
知
ら
な

か
っ
た
」
と
話
す
生
徒
が
多
く
、
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

固
ま
っ
た
豆
腐
を
型
か
ら
取
り
出
す

作
業
で
は
、「
お
店
で
売
っ
て
る
豆
腐

み
た
い
」「
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
固
ま

る
な
ん
て
び
っ
く
り
」
と
喜
び
、
試
食

で
は
、「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
豆
腐
よ

り
大
豆
の
香
り
が
強
く
て
お
い
し
か
っ

た
」「
豆
腐
を
作
る
の
に
こ
ん
な
に
手

間
が
か
か
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
面

地
域
面
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青
年
大
会
で
柚
原
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞

そ
う
ま
地
区
青
年
連
盟

苗
生
産
に
お
け
る

栽
培
技
術
学
ぶ

愛
知
で
視
察
研
修

そ
う
ま
地
区
野
菜

販
売
促
進
Ｐ
Ｒ

生
産
拡
大
へ
意
欲
向
上

練
習
の
成
果
を
発
揮

ス
コ
ア
を
競
う

年
金
友
の
会
ゴ
ル
フ
大
会

佐
藤
ミ
ヨ
さ
ん
の

百
歳
祝
う

年
金
友
の
会『
長
寿
祝
い
』

秋
冬
収
穫
と
夏
秋

播
種
作
業
を
学
ぶ

ネ
ギ
播
種
指
導
会

生
け
花
の
歴
史
や
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

3
つ
の
小
学
校
で
花
育
授
業
を
実
施

▲�「組織活動
発表の部」
で発表する
木幡さん

▲最優秀賞を受賞した柚原さん

▲角田代表取締役から説明を受ける部員
▲�「そうまの野菜」をPRする齋藤部会長（右）
と星常務

▲上位入賞者の皆さん

▲100歳を迎えた佐藤ミヨさん（中央）▲播種作業の説明を聞く参加者

▲上真野小6年生の児童たち

▲石神第一小5・6年生 ▲福田小3・4年生の児童たち

　

平
成
29
年
度
福
島
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会

が
11
月
26
日
に
摺
上
亭
大
鳥
で
開
か

れ
、
青
年
の
主
張
の
部
で
「
農
業
と
幸

福
度
」
と
題
し
て
発
表
し
た
原
町
支
部

の
柚
原
友
加
津
さ
ん
が
見
事
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

組
織
活
動
発
表
の
部
で
は
同
青
年
連

盟
小
高
支
部
の
木
幡
竹
利
さ
ん
の
「
小

高
区
の
活
動
報
告
」
と
題
し
た
発
表
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

柚
原
さ
ん
は
1
月
17
、
18
日
に
山
形

市
で
開
か
れ
る
東
北
・
北
海
道
地
区
Ｊ

Ａ
青
年
大
会
「
青
年
の
主
張
の
部
」
の

福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
地
区
種
苗
部
会
は
11

月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
愛
知
県

で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
3

人
が
出
席
し
、
良
質
な
野
菜
苗
・
花
苗

生
産
に
お
け
る
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し

た
。

　

研
修
で
は
全
国
で
も
有
数
の
大
規
模

法
人
で
あ
る
㈲
角
田
ナ
ー
セ
リ
ー
を
訪

れ
ま
し
た
。
水
管
理
・
温
度
管
理
の
均

一
化
に
向
け
た
説
明
を
角
田
篤
代
表
取

締
役
よ
り
直
接
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、

花
苗
の
販
売
状
況
や
今
後
の
動
向
等
を

知
る
た
め
愛
知
豊
明
花
き
市
場
を
視

察
。
今
後
の
生
産
管
理
に
生
か
せ
る
有

意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
は
12
月
4
、
5
日
に
札

幌
市
で
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、

同
地
区
園
芸
部
会
の
部
員
な
ど
13
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
場
で
は
齋
藤
忠
一
部
会
長
と

星
保
武
そ
う
ま
地
区
担
当
常
務
が
「
そ

う
ま
の
野
菜
」
Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

市
場
関
係
者
か
ら
は
「
冬
場
の
札
幌
の

台
所
を
担
う
つ
も
り
で
生
産
量
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
力
強
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

量
販
店
で
は
農
産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
そ
う
ま
」
の
Ｐ

Ｒ
レ
デ
ィ
が
試
食
販
売
を
実
施
。
来
店

客
か
ら
は
「
福
島
の
野
菜
は
お
い
し
い

ね
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、
生
産
者

は
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

年
金
友
の
会
そ
う
ま
地
区
は
11
月
17

日
、
南
相
馬
市
の
鹿
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
「
第
2
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来

年
金
友
の
会
そ
う
ま
地
区
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
き
、
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
な
が
ら
ス
コ
ア
を
競
っ
た

結
果
、
鹿
島
支
部
の
高
玉
幸
治
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝
＝
高
玉　

幸
治
（
鹿
島
支
部
）

準
優
勝
＝
岡
元　

金
良
（
新
地
支
部
）

第
3
位
＝
酒
井　

一
昭
（
原
町
支
部
）

　

南
相
馬
市
原
町
区
長
野
の
佐
藤
ミ
ヨ

さ
ん
が
11
月
7
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え

た
こ
と
を
祝
う
た
め
11
月
9
日
、
佐
藤

さ
ん
の
自
宅
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
き

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
星
保
武
そ
う
ま
地
区
担

当
常
務
が
感
謝
状
を
、
滝
澤
徳
雄
石
神

地
区
年
金
友
の
会
会
長
が
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
天
気
の
良
い
日
は
1
㎞

ほ
ど
散
歩
し
、
月
に
一
度
は
パ
ー
マ
屋

へ
行
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
こ
な
す
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
は
12
月
11
日
、
相
馬
市

今
田
の
千
枝
章
一
さ
ん
の
圃
場
で
ネ
ギ

播
種
指
導
会
を
開
催
し
、
生
産
者
や
関

係
者
29
人
が
参
加
。
秋
冬
ネ
ギ
の
収
穫

と
夏
秋
ネ
ギ
の
播
種
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
し
た
。

　

指
導
会
で
は
秋
冬
収
穫
ネ
ギ
は
止
め

土
に
よ
っ
て
収
穫
始
期
を
調
整
す
る
こ

と
や
気
温
の
低
下
に
よ
る
凍
害
、
出
荷

時
の
ネ
ギ
の
軟
白
の
仕
上
が
り
の
確
認

方
法
、
夏
秋
ネ
ギ
に
向
け
て
の
播
種
作

業
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心

に
耳
を
傾
け
、「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
良
質
な
ネ
ギ
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

生
け
花
を
通
じ
花
と
触
れ
合
う
こ
と
で

命
の
大
切
さ
や
優
し
い
心
な
ど
を
育
む
花

育
事
業
を
11
月
8
日
に
南
相
馬
市
立
上
真

野
小
学
校
、
12
月
8
日
に
新
地
町
立
福
田

小
学
校
、
12
月
19
日
に
南
相
馬
市
立
石
神

第
一
小
学
校
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
池
坊
の
大
悲
山
正
子
さ
ん
と
只

野
由
起
子
さ
ん
が
各
小
学
校
で
生
け
方
を

指
導
。
教
室
で
は
生
け
花
の
歴
史
や
季
節

の
行
事
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
同
地
区

管
内
で
生
産
さ
れ
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や

カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
用
い
て
作
品
を
作
り
、
生

け
花
や
季
節
の
行
事
へ
の
関
心
を
高
め
ま

し
た
。

　

花
育
に
参
加
し
た
児
童
は
「
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
作
品
が
で
き
た
」「
初
め
て

で
あ
ま
り
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
け
ど
、

自
分
で
ま
た
挑
戦
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
面
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269

269

7月見舘森林公園

5 下手渡藩陣屋跡

4 耕雲寺侍墓地

6 岳林寺十六羅漢像

1 つきだて花工房

3
あじさい
小径

2つきだて交流館もりもり

8 ぼっこカフェ

ここにダチョウ
がいるよ！

349

349

349

399
広瀬
川

御代田バイパス

伊達市立
月舘中学校

ＪＡふくしま未来
月舘総合支店

ＪＡふくしま未来
小手支店

1 つきだて花工房

施設情報
●住　所：伊達市月舘町下手渡字寺窪7
●問合せ：024-573-3888

　平成8年8月8日に「都市と農村の交流」を目的にオー
プンしました。自然に囲まれているため、春～夏にかけて
咲く花や紅葉など、四季折々の風景を楽しむことができ
ます。宿泊、日帰り入浴も
可能で、ハーブ風呂で心
も身体もリラックス♪
　同施設の山崎佳代さ
んのおすすめは「新
緑の季節」と「紅葉
の季節」。朝の空
気がすっきりと爽
やかで、雲海も見
られるとか。

今
回
は
、伊
達
市
月
舘
町
を
散
策
。千
葉
喜
一
郎

理
事
と
斎
藤
幸
文
年
金
友
の
会
月
舘
地
区
部
会

役
員
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
、月
舘
町
の
お

す
す
め
の
場
所
や
歴
史
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

案内してくれたお二人♪

初夏の様子。色とりどりの花が花工房を見上げる斜面を飾る

伊達市指定文化財

●住所　伊達市月舘町下手渡天平5 下
しも

手
て

渡
ど

藩
はん

陣
じん

屋
や

跡
あと

　三池藩（現在の福岡県
大牟田市）を領有した藩
主「立

たち

花
ばな

種
たね

善
よし

」が移封して
陣屋を置いた場所。側に
は立花家の事歴を記し
た「懐古の碑」が立って
います。

下手渡藩陣屋跡前にある石碑

●住所　伊達市月舘町下手渡字上代554 耕
こう

雲
うん

寺
じ

侍
さむらい

墓
ぼ

地
ち

　移封によって下手渡藩の藩主となった「立花種善」やその家
臣の墓地。立花一族の先祖の高橋紹運が豊臣秀吉の島津勢と
戦ったときの戦死者700余名の名を書いた大位牌もあります。

下手渡藩主「立花種善」や家臣の墓地

●住所
　伊達市月舘町糠田字後田

3 あじさい小径
　道路沿い約2㎞
にわたり、4000本
のあじさいが咲き
誇ります。6月下旬
～7月上旬に開か
れるあじさい小径
祭も楽しみの一つ。

2年前の満開時の様子

地元農産物や花が並ぶあじさい小径祭

●住所　伊達市月舘町月舘字月見舘1

7 月見舘森林公園（イルミネーション）
　平成14年に斉藤和人さんが家に余っていたイルミネー
ションを水車小屋につけたことから始まり、現在では約2
万個の電球が公園内を色鮮やかに照らしています。
　点灯時間は17時～23時までで、期間は12月第1日曜
日～1月20日頃までです。（天候によって変更があります）

水面に反射して幻想的な雰囲気を醸し出すイルミネーション

2 つきだて交流館もりもり
　地元の「匠の会」会員の指導のもと、様々な体験
ができる施設。季節ごとに体験内容が変わります。
　また、地元農家が生産した野菜や加工品などの
直売所もあり花工房に訪れる県内外の利用者に
喜ばれています。

施設情報
●住　所：伊達市月舘町
　　　　 下手渡字寺窪7
●営業時間：午前9時～午後5時
●問合せ：024-571-1777

木のぬくもりを感じられる店内

体験施設にはたくさんの作品が飾られている

●住所　伊達市月舘町糠田字杉内37

6 岳
がく

林
りん

寺
じ

十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

　岳林寺の向かいの丘にある16体の石
造で作られた羅漢像です。松に囲まれて建
ち並ぶその姿は独特な雰囲気があります。

1体1体の違う表情に注目

8 ぼっこカフェ
　昨年10月に伊達市月舘総合支所
内にオープンしました。営業日には
支所の利用者や地域の方々が集ま
り世間話に花を咲かせます。ボラン
ティアによって運営されていて、発
起人の齋藤真弓さんは「陽だまりの
ようにあたたかいカフェにしたいと
思い、店名をひなたぼっこのぼっこ
にしました」と話していました。
施設情報
●住　所：伊達市月舘町

月舘字久保田5
●営業時間：午前10 ～午後4時

（定休日：日曜日～水曜日）
※1月は市長選の為、営業していません。
2月1日から通常営業となります。

●問合せ：024-572-2111
（総務企画担当）

ぼっこカフェのこだわりコーヒーは無料ですが、
カフェ継続のためにも募金箱に協力を。

入口の所にある看板

どの季節も魅力
があるので、足を
運んでほしいです！

オープン当初から
花工房につとめる
山崎さん

歴史を教えてくれた
岳林寺の関口衣

きぬ

子
こ

さん

伊達市月舘町編

気の向くままに

散歩道

おでかけ
みらいろ～ど

地
域
面

地
域
面
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工
夫
さ
れ
た
牛
舎
が
可
能
に
す
る

多
頭
数
と
受
胎
率

　

伊
達
郡
川
俣
町
飯
坂
で
和
牛
繁
殖
農
家

を
営
む
渡
辺
さ
ん
。
特
徴
的
な
の
は
「
飼

育
頭
数
の
多
さ
」
と
「
受
胎
率
の
高
さ
」

で
す
。
子
牛
と
成
牛
合
わ
せ
て
約
１
２
０

頭
を
、
奥
さ
ん
の
恵
子
さ
ん
と
2
人
き
り

で
飼
育
管
理
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

受
胎
率
は
県
平
均
の
7
割
を
上
回
る
9

割
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
省

力
化
の
た
め
に
工
夫
を
施
し
た
牛
舎
で
す
。

　

渡
辺
さ
ん
の
牛
舎
は
昔
の
蚕
室
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
廃
材
を
用
い
て
自
分
の
手

で
牛
舎
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
頭
数
の
増
加

に
合
わ
せ
て
蚕
室
に
続
く
よ
う
に
増
築
し

て
き
ま
し
た
。
舎
内
は
分
娩
ス
ペ
ー
ス
や

餌
場
、
個
室
な
ど
細
か
く
仕
切
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
仕
切
り
は
簡
単
に
動
か
せ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
牛
舎
の
間
取
り
を
変
え
る
こ
と
で
、
牛

た
ち
は
自
然
と
渡
辺
さ
ん
が
望
む
場
所
へ

移
動
し
ま
す
。
牛
を
引
く
労
力
が
か
か
ら

な
い
た
め
、
2
人
き
り
で
も
１
０
０
頭
を

超
え
る
牛
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

動
く
仕
切
り
は
、
成
牛
の
「
血
液
検
査
」

や
子
牛
の
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
の
ス
ム
ー

ズ
な
実
施
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
渡

辺
さ
ん
は
母
体
の
健
康
状
態
を
把
握
し
飼

育
管
理
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
年
2
回
成

牛
の
血
液
検
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
子

牛
の
病
気
を
予
防
し
死
亡
事
故
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、
生
ま
れ
る
前
の
時
点
で
母
牛

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。「
血
液
検

査
な
ど
で
牛
を
個
室
に
移
動
さ
せ
る
と
き

に
、
毎
回
牛
を
引
っ
張
っ
て
い
た
ら
大
変
。

い
か
に
省
力
化
す
る
か
を
考
え
て
牛
舎
を

作
っ
た
」
と
話
し
、
頭
数
が
多
く
て
も
牛

舎
の
工
夫
で
行
き
届
い
た
管
理
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。

多
頭
販
売
が
生
み
出
す
安
定
し
た
経
営

　

渡
辺
さ
ん
は
平
成
17
年
か
ら
本
格
的
に

畜
産
を
始
め
、
風
評
被
害
な
ど
で
多
く
の

畜
産
農
家
が
牛
を
手
放
し
た
震
災
後
か

ら
、
飼
育
頭
数
を
現
状
ま
で
増
や
し
ま
し

た
。「
農
業
は
『
賭
け
』
の
様
な
所
が
あ

る
か
ら
、
う
ま
く
い
く
か
は
誰
も
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
畜
産
農
家
が
減
り
、
子
牛

が
セ
リ
で
安
く
売
ら
れ
る
状
況
が
自
分
に

と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
「
粗
飼
料
は
自
分
で
作
る
」
と
い

う
概
念
を
打
ち
破
り
、
１
０
０
％
買
い
エ

サ
を
使
用
。
高
い
受
胎
率
に
よ
る
多
頭
販

売
で
通
常
よ
り
も
多
く
の
収
益
を
上
げ
て

い
る
こ
と
が
そ
れ
を
可
能
に
し
ま
す
。
現

在
は
福
島
市
松
川
町
水
原
地
域
の
農
業
生

産
法
人
と
契
約
し
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
を
年
間
約
２
千
個
購
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
頭
販
売
の
良
さ
は
、
市

場
価
格
が
多
少
下
落
し
て
も
一
定
の
収
益

が
見
込
め
、
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
で
「
畜
産
は
負
債
を
抱
え
る
産
業
と

話
す
人
も
い
る
け
ど
、
受
胎
率
を
上
げ
て

多
頭
販
売
を
可
能
に
す
れ
ば
充
分
に
買
い

エ
サ
で
も
経
営
が
成
り
立
つ
」
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
渡
辺
さ
ん
の
経
営
は
平
成
27

年
に
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
多
頭
販
売
優
良
生

産
者
表
彰
の
特
別
表
彰
者(

年
間
50
頭
以

上
販
売)

を
受
賞
し
て
い
る
他
、
当
Ｊ
Ａ

の
購
買
事
業
や
販
売
事
業
の
表
彰
も
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
て
経
営
で
き
る
の
も
、
い
ろ

ん
な
人
に
巡
り
合
い
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
か
ら
。
経
営
改
善
は
簡
単
に
は
出
来
な

い
け
ど
、良
い
成
績
を
持
つ
方
か
ら
教
わ
っ

た
技
術
や
、
経
験
で
得
た
技
術
は
隠
さ
ず

み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

畜
産
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

受
胎
率
９
割
で
経
営
の
安
定
を
図
る

▲�牛舎の横に積み上げられたホールクロップ
サイレージの一部

▲連動スタンチョンを開けると牛たちはスムーズに餌場に入る

▲�仕切りに組み込んだパイプを伸縮させ、
別の仕切りと接合すると新たな空間が生
まれる

▲�分娩房の様子を常に把握できるよ
う、家の中では牛舎に設置したカ
メラの映像が見られる

▲�もらった廃材で手作りした牛舎。震災のとき
も大雪のときも被害は何もなかった

▲成牛を見つめる渡辺さん。健康な母体作りのためエサの栄養バランスを重視する

福島地区 　渡辺 健介さん

●畜　　種 　和牛
●飼育頭数 　子牛・育成牛40～60頭、成牛60頭程度

農業所得アップ
みらいろ！テン
所得向上への取り組みを
紹介しています。

農業
人

営
農
面

営
農
面
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意
分
野
を
活
か
し
て
作
業
分
担
を
し
て
い
る
。

　

都
会
か
ら
移
住
し
た
新
規
参
入
者
2
人

が
、
百
姓
王
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
た
活

動
に
惹
か
れ
、
メ
ン
バ
ー
に
参
画
す
る
な
ど
、

百
姓
王
の
輪
の
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

　

再
生
し
た
耕
作
放
棄
地
は
、
百
姓
王
が
全

面
的
に
受
託
し
水
稲
や
野
菜
を
作
付
し
て
い
る
。

■
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り

　

Ｊ
Ａ
全
農
千
葉
等
と
協
力
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
メ
ロ
ン
な
ど
を
出
荷

開
始
。

　

営
農
集
団
の
頃
か
ら
、
食
農
教
育
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
再
生
し
た
耕
作
放
棄
地
で
、

地
元
の
学
生
が
農
業
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
収

穫
体
験
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

■�

ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ�

（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
よ
り
米
価
の
低
迷
、
飼
料
価
格

の
高
騰
を
背
景
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
開

始
。
出
穂
と
同
時
に
刈
り
取
り
を
す
る
た
め
、

鳥
獣
被
害
（
イ
ノ
シ
シ
）
が
出
る
ほ
場
を
中

心
に
面
積
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

■
課
題

　

農
地
や
農
作
業
委
託
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
22
人
の
構
成
員
で
は
仕
事
の
や
り
く

り
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

■
目
標

　
　
「
百
姓
王
」
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
。

　

�　

新
規
就
農
者
研
修
の
受
け
入
れ
や
農
業

を
志
す
者
を
雇
用
す
る
こ
と
を
検
討
中
。

森
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

　

仲
間
が
い
る
か
ら
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
く
付
き
合

え
る
仲
間
を
つ
く
り
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

農
業
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
く
る
。
ひ
と
り

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ゆ
る
い
気
持
ち

も
必
要
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
宇
野　

真
弘
氏
（
新
規
就
農
8
年
目
）

の
「
儲
か
る
農
業
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。�

Ａ
両
親
が
非
農
家
で
新
た
に
農
業
を
始
め

る
た
め
に
、
農
業
生
産
法
人
㈲
ト
ッ
プ

リ
バ
ー
で
5
年
間
、
農
業
研
修
を
兼
ね
て
働

い
た
。
そ
の
後
、
地
元
に
戻
り
新
規
就
農
を

し
た
。
農
業
に
は
3
つ
必
要
な
も
の
が
あ
る
。

①
経
験　

②
知
識　

③
技
術

　

ト
ッ
プ
リ
バ
ー
で
は
、
技
術
面
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
輪
に
入
り
仲
間
に
な
る
こ
と
で

様
々
な
こ
と
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
先

輩
農
家
の
経
験
（
勘
）
を
よ
く
聞
き
、
自
分

も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
事
も

吸
収
す
る
気
持
ち
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

【
先
輩
農
家
が
語
る
就
農
ま
で
の
道
の
り
】

■
今
後
就
農
さ
れ
る
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　
大
内　
徹
也
氏
（
福
島
地
区
・
Ｉ
タ
ー
ン
）

　

農
業
を
し
た
い
と
い
う
、
や
る
気
と
強
い

意
志
が
あ
れ
ば
、
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
1
年
間
手
塩
に
か
け
て
育

て
た
果
物
を
食
べ
て
も
ら
い
、
美
味
し
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
。
就
農
後
は
早

く
地
域
に
と
け
込
む
た
め
行
事
や
会
合
等
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。
新
規
就
農
者
は

「
お
世
話
役
」「
お
せ
っ
か
い
」
が
頼
り
。
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
や
Ｊ
Ａ
等
に

出
向
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

　
大
橋　
克
也
氏
（
伊
達
地
区
・
Ｕ
タ
ー
ン
）

　

試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
が
、
そ
れ
も
農
業
の

や
り
が
い
。
会
社
員
生
活
と
比
べ
、
人
と
接

す
る
機
会
が
減
る
た
め
、
志
を
と
も
に
す
る

仲
間
と
繋
が
れ
る
よ
う
に
す
る
と
良
い
。
親

元
就
農
の
場
合
、
技
術
面
や
経
営
面
で
親
と

の
意
見
の
違
い
が
出
る
こ
と
が
あ
る
が
、
お

互
い
に
納
得
の
い
く
経
営
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
。

■
情
報
交
換
会

　

セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
、
情
報
交
換
会
を
開
き
、

農
業
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
や
将
来
の
経
営

の
理
想
（
夢
）
な
ど
を
話
し
合
い
、
仲
間
づ

く
り
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

・�

農
業
が
大
好
き
で
時
間
が
あ
れ
ば
常
に
ほ

場
に
行
っ
て
作
業
を
し
て
い
る
。

・�

仲
間
づ
く
り
が
大
事
。
飲
み
会
や
集
会
の

度
に
、
常
に
話
題
は
農
業
の
こ
と
。
情
報

交
換
を
重
要
視
し
て
い
る
。

・�

研
修
先
の
ほ
場
で
技
術
を
習
得
し
た
が
、

実
際
に
自
分
の
ほ
場
で
経
験
し
な
い
と
気

づ
か
な
い
部
分
が
多
い
。
営
農
指
導
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
期
待
を
し
て
い
る
。

・�

Ｊ
Ａ
の
担
い
手
渉
外
の
担
当
者
は
雨
の
日

を
見
計
ら
っ
て
情
報
提
供
に
来
て
く
れ
る
。

今
後
、
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
同
じ
よ
う

に
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

・�

百
姓
王
は
組
織
で
あ
る
よ
う
な
、
な
い
よ

う
な
面
白
い
組
織
だ
と
感
じ
た
。

・�

50
・
60
代
の
親
元
就
農
も
よ
ろ
し
く
!!

・�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
体
調
を
崩
し
た
け
れ
ど

農
業
で
再
出
発

・
法
人
化
を
目
指
し
た
い

・�

Ｊ
Ａ
農
業
振
興
支
援
事
業
を
フ
ル
活
用
！

　
（
情
報
交
換
会
一
部
抜
粋
）

当
日
資
料
配
布
中

　

当
日
配
布
し
た
資
料
を
希
望
者
に
配
布
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
営
農
部
農
業
振
興

課
（
電
話
０
２
４-

５
７
３-

１
３
０
３
）
ま
で
。

　当ＪＡは11月14日、管内で新規就農を希望する方や就農5年未満の方を対象に「新規就農応援セミナー」
を福島市のウェディングエルティで開き120人が出席しました。
　新規就農応援セミナーでは、行政やＪＡが新規就農支援施策の説明、千葉県の農業生産法人株式会社
百姓王の森田泰彰ＣＥＯが「農業の新たな挑戦」と題し講演を行いました。また、管内の就農者が、先
輩農家として農地探しや安定的な収入など苦労した点や就農者に向けたアドバイスを送りました。

■
百
姓
王
の
設
立
目
的
・
設
立
経
緯

　

千
葉
県
富
津
市
を
拠
点
に
、
地
域
農
業
を

守
ろ
う
と
Ｊ
Ａ
き
み
つ
青
壮
年
部
の
有
志
が

４
ha
の
耕
作
放
棄
地
を
再
生
、
稲
刈
り
の
請

負
等
を
行
っ
て
い
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
悩
む
地
域
の
た

め
、
平
成
24
年
に
15
人
で
「
富
津
営
農
集
団�

百
姓
王
」
を
組
織
。
農
林
水
産
省
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
平
成
26
年
に
株
式
会
社
化
し

た
。

■
百
姓
が
大
好
き
な
仲
間

　

構
成
員
は
20
代
か
ら
40
代
の
青
壮
年
部
員

の
百
姓
が
大
好
き
な
仲
間
が
中
心
。
百
姓
王

の
構
成
員
は
稲
作
経
営
専
業
、
稲
作
と
施
設

野
菜
の
専
業
、
施
設
野
菜
（
ト
マ
ト
や
メ
ロ

ン
）
の
専
業
な
ど
多
様
多
種
な
形
態
の
専
業

農
家
で
あ
り
、
各
人
の
農
業
経
営
を
優
先
し

て
い
る
。「
百
姓
王
」
の
事
業
活
動
は
、
お

互
い
の
出
役
で
行
う
。
百
姓
王
だ
け
で
生
活

を
し
て
い
る
人
は
い
な
い
。

■
百
姓
王
活
動
内
容

　
「
農
作
業
受
託
」「
農
業
用
ハ
ウ
ス
設
置
工

事
」「
耕
作
放
棄
地
再
生
」「
農
産
物
輸
出
」

な
ど
の
収
益
性
の
あ
る
事
業
に
加
え
、「
地

域
環
境
に
優
し
い
活
動
」「
食
農
教
育
活
動
」

な
ど
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
公
益
活

動
に
も
取
り
組
む
。

■
経
営
・
運
営
理
念

　

富
津
市
は
小
規

模
な
農
家
が
多

く
、
近
年
で
は
特

に
、
高
齢
化
の
進

展
や
米
価
下
落
等

の
影
響
で
農
業
経

営
を
断
念
す
る
農

家
が
続
出
。
昔
は

水
田
だ
っ
た
と
こ

ろ
が
、
草
だ
ら
け

の
耕
作
放
棄
地
に

な
る
場
所
が
増
え

て
い
っ
た
。
耕
作
放
棄
地
を
指
さ
し
、
子
供

が
「
こ
こ
で
は
草
を
育
て
て
い
る
の
？
」
と

問
い
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
「
富
津
市
」
の
「
農
」

を
守
る
た
め
に
仲
間
と
共
に
一
念
奮
起
し

様
々
な
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

■
組
織
の
概
要
（
平
成
29
年
度
）

　

構
成
員
数
は
22
人
（
内
役
員
5
人
）。

■
作
付
面
積
（
平
成
29
年
度
）

内　

容

面
積（
ha
）

*うち�田植え10ha�
稲刈り40ha

水
稲
栽
培

15

農
作
業
受
託

50*

Ｗ

Ｃ

Ｓ

25

畑

作

1.5

■
法
人
の
主
な
取
り
組
み

　
「
百
姓
王
」
の
農
業
経
営
で
は
水
田
・
畑

作
の
作
業
場
面
で
、
構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
得

講
演

【
農
業
の
新
た
な
挑
戦
】

講
師
：
農
業
生
産
法
人
㈱
百
姓
王

　
　
　

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

�
�

森
田　

泰
彰
氏

　
　
　

百
姓
王
構
成
員
（
新
規
就
農
8
年
目
）

　

�
宇
野　

真
弘
氏

▲荒れ果てた耕作放棄地を再生

▲百姓が大好きな仲間「百姓王」

▲活発な意見が交わされた情報交換会

参加でき
なかった方
必見

平成29年度 JAふくしま未来

新規就農応援セミナー 特集

親元就農・新規就農で生産維持・拡大! 農家仲間で農地を守る!

営
農
面

営
農
面
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和
牛
せ
り
市
場・乳
牛
せ
り
市
場

単位:円（税込）■ＪＡふくしま未来実績（開催日　12月12日・13日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 70 70 802,039 1,270,080 554,040 286 2,803 287 783,072 18,967
去 110 109 854,548 1,210,680 217,080 306 2,791 278 801,306 53,242
計 180 179 834,013 1,270,080 217,080 298 2,796 281 794,468 39,545

単位:円（税込）■福島県家畜市場（開催日　12月12日・13日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 373 372 784,196 1,270,080 507,600 287 2,736 288 767,736 16,460
去 451 451 866,670 1,375,920 217,080 310 2,796 280 836,187 30,483
計 824 823 829,391 1,375,920 217,080 299 2,770 284 807,613 21,778

つ
な
ぎ
運
動
で
落
ち
着
き
の
あ
る
牛
を

　
子
牛
を
出
荷
す
る
前
に
は
、※
つ
な
ぎ
運
動
を
し
て
牛
に
落
ち
着
き
が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。※
つ
な
ぎ
運

動
と
は
、平
ら
な
場
所
で
顔
を
持
ち
上
げ
、繋
留
棒
に
頭
絡
を
密
着
さ
せ
、き
つ
く
結
び
つ
け
る
こ
と
。つ
な
ぎ
運
動

と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、生
産
者
に
慎
き
出
荷
時
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
誘
導
が
し
や
す
く
な
る
の
で
、

出
荷
の
2
ヶ
月
前
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

単位:円（税込）■乳牛せり市場（開催日　12月19日）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登録牛 1 335880 335,880 335,880 81 4,147 �─ ─
妊娠牛 2 432,000 452,520 411,480 ─ ─ ─ ─
ET和雌 2 525,420 525,960 524,880 71 7,453 429,120 96,300
ET和雄 5 558,576 687,960 465,480 102 5,487 548,794 9,782
乳雌牛 2 106,380 116,640 96,120 73 1,457 10,800 95,580
乳雄牛 29 111,687 159,840 74,520 74 1,506 136,023 -24,336

F1雌（育成） 20 391,338 429,840 304,560 278 1,408 311,580 79,758
F1雄（育成） 4 349,920 378,000 284,040 319 1,098 354,780 -4,860

F1雌（スモール） 42 210,497 280,800 1,080 69 3,038 231,731 -21,234
F1雄（スモール） 76 276,309 356,400 65,880 74 3,731 312,419 -36,110

ワンポイント
アドバイス

　新年を迎え、農作業による事故を減らすため、農業機械の日々の取扱・ 点検、農作業安全の基本動作
の励行の重要性について、再度お考えいただきますよう、よろしくお願い致します。
　昨年は、農作業中にヒヤリとしたことがなかったでしょうか。シーズンオフの対策として作業場所の整理・
清掃や照明の改善、工具や器具の点検・補充は今後の作業性・安全性に大きな影響があります。これらの
対策は、シーズン中にはなかなかできませんが、逆にシーズンを過ぎると忘れてしまいがちです。今年のシー
ズンオフは、作業を改めて振り返り、安全対策に取り組まれてはいかがでしょうか。

　寒さが厳しい季節の中でハウスの補修、果樹の剪定等で高所作業する場合には、注意して作業をして
ください。

みんなで防ごう農作業事故

高所作業時の安全対策

　

日
立
木
地
区
は
相
馬
市
の
南
部
、
国
道

6
号
線
の
両
側
に
位
置
し
、
平
坦
な
土
地

柄
の
た
め
昔
か
ら
水
田
約
３
０
０
ha
を
有

し
た
稲
作
地
帯
で
あ
る
。
基
盤
整
備
も
１

ha
の
区
画
整
理
で
あ
り
、
管
内
は
Ｊ
Ａ
の

13
支
部
（＜

西
か
ら＞

堀
ノ
内
・
上
立
谷
・

北
山
・
上
赤
木
・
下
赤
木
・
中
屋
敷
・
立

谷
町
・
町
東
・
地
ノ
内
・
川
端
・
大
迎
・
上

柚
木
・
下
柚
木
）
で
構
成
さ
れ
、
大
規
模

水
稲
農
家
は
30　
ha
台
1
戸
、
20　
ha
台
1
戸
、

７
～
８
ha
数
戸
、
Ｊ
Ａ
子
会
社
法
人
㈱
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
そ
う
ま
（
約
10　
ha
）
及
び

各
農
家
で
地
域
の
水
田
を
守
っ
て
い
る
。

■
「
日
下
石
フ
ァ
ー
ム
」
設
立
経
過

　

平
成
23
年
の
震
災
後
、
津
波
に
よ
る
塩

害
の
た
め
6
号
線
東
側
の
地
区
の
水
田
は

休
耕
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
水

張
り
に
よ
る
除
塩
対
策
、
塩
化
カ
リ
に
よ

る
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策
な
ど
、
営

農
再
開
に
向
け
た
各
種
施
策
を
実
施
し
、

平
成
26
年
か
ら
よ
う
や
く
水
田
へ
の
作
付

け
が
可
能
と
な
っ
た
が
、高
齢
農
家
が
多
く
、

作
付
け
を
希
望
し
な
い
農
家
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
6
号
線
東
側
の
川
端
・
大
迎

地
区
で
は
、
支
部
長
な
ど
Ｊ
Ａ
の
役
員
達

と
農
家
で
話
し
合
い
を
持
ち
、「
こ
の
ま

ま
で
は
、
地
区
の
水
田
が
潰
れ
て
し
ま
う
。

だ
れ
か
耕
作
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
相
談
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
7　

ha
の

水
田
を
請
け
負
っ
て
い
た
久
米
本
米
夫
氏

が
中
心
と
な
り
、
平
成
26
年
1
月
「
農
事

組
合
法
人
日
下
石
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
。

担
い
手
と
し
て
地
区
内
の
水
田
を
受
託
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
法
人
の
経
営
状
況

　

組
合
員
は
19
戸
、
内
5
名
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
兼
ね
て
い
る
。
農
繁
期
の
雇
用
は

10
名
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
り

受
け
た
水
田
30　
ha
を
含
め
た
借
地
は
50　

ha
、
基
幹
受
託
作
業
は
12　
ha
で
あ
る
。
そ

の
他
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
所
有
地
８
ha
を
含

め
る
と
、
日
立
木
地
区
の
約
3
割
を
耕
作

し
て
い
る
。
田
植
機
3
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー

3
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
3
台
、
そ
の
他
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
色
彩
選
別
機
を
所
有
し
、

一
等
米
の
生
産
を
心
が
け
て
い
る
。

　

稲
作
の
ほ
か
、
組
合
員
の
奥
さ
ん
達
は

集
落
営
農
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
余
剰
労

力
を
駆
使
し
て
い
ち
じ
く
を
栽
培
し
、
直

売
所
等
に
出
荷
し
安
定
収
入
を
得
て
い
る
。

■
将
来
展
望

　
「
我
々
を
見
て
い
る
周
囲
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
か
ら
は
、
農
業
は
楽
し
そ
う
で
、
儲

か
っ
て
い
そ
う
で
良
い
な
と
羨
ま
し
く
見

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
後
米
価
の
下
落

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
の
エ
コ
米
生
産
を

推
進
し
環
境
保
全
型
農
業
を
実
践
し
て
い

る
」
と
久
米
本
代
表
理
事
は
楽
し
そ
う
に

話
す
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
し
て
リ
タ
イ
ア

す
る
時
の
た
め
に
、後
継
者
が
す
で
に
決
ま
っ

て
お
り
今
後
の
心
配
も
な
し
と
の
こ
と
。

■
改
め
て
日
立
木
地
区
を
展
望

　

日
立
木
支
部
長
会
岩
崎
好
伸
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
こ
の
地
区
も
農
家
の
高
齢
化

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
も
う
一
か
所
担
い

手
受
託
組
織
が
（
6
号
線
西
側
で
）
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
組
織
が
で
き
れ
ば
将
来

も
安
泰
だ
ろ
う
」
と
語
る
。
ま
た
、
女
性

部
そ
う
ま
地
区
河
内
恵
美
子
支
部
長
は

「
衣
食
住
の
内
、
女
性
が
守
る
食
事
。
食

に
関
心
の
あ
る
女
性
、
特
に
若
い
女
性
は

ぜ
ひ
女
性
部
で
活
動
願
い
た
い
」
と
話
し

た
。

<

日
立
木
地
区
の
主
要
品
目>

Ｈ
28
年
度
販
売
高

米
穀
約
2
億
５
６
１
万
円
（
約
3
万
6
千

袋
/
１
袋
30
㎏
）、
飼
料
用
米
１
４
１
ｔ

（
Ｊ
Ａ
経
理
上
販
売
高
に
は
非
計
上
）

【脚立使用の５つのポイント】
①脚立設置時に、最下段に乗って脚立の安定を確認。
②高さに応じて脚立を変え、天板には乗らない。
③チェーンの長さを調整し、開脚防止チェーンを掛ける。
④昇降時に重いものを持たない。
⑤身を乗り出さずこまめに脚立を移動し、直上直下で作業する。
【チェックポイント】
□脚立を安定して設置できる広さがあるか。
□ 脚立周囲に昇り降り時に邪魔になったり、転倒し

たときに危険な、側溝や崖や石などがないか。
　□開脚防止チェーンを掛けているか。

組織代表者の皆さん：前列左から女性部そうま地区日立木支部渡辺文子副支
部長・日下石ファーム久米本米夫代表理事・日立木地区支部長会岩崎好伸会長・
同女性部河内恵美子支部長・同ファーム久米本義敏副代表・後列左から同ファー
ム屋仲敏行理事、渡部顕教理事・同支部長会堀正志副会長、佐々木泰弘会計

地区内の道の駅そうま周辺の大規模水田 ファーム倉庫と85馬力のトラクター

担
い
手
組
織
に
よ
る
、震
災
か
ら
の
営
農
再
開�

�

～
そ
う
ま
地
区
管
内
・
日
立
木
～安全な農作業を心がけることが第一ですが、万が

一の事故に備えて「労災保険」に加入しましょう！

営
農
面

営
農
面
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当JAでは今年、4億円の予算を確保し、
農業振興支援に取り組んでいます。
事業を活用し農業所得が上がった事例を
紹介します。

JAの農業振興支
援事業を活用

農業所得アップ
優良事例輝きを未来へ輝きを未来へ

相馬農業高校相馬農業高校

①項目 水稲・菌茸・養蚕経営から新規園芸品目導入による農業収入の拡大と家族労働力の有効活用
②活用した支援事業 地域おこし種まき運動事業 パイプハウス新規導入助成
③事業活用前の課題 小菊定植苗の本数を確保できず、安定的な増産を図るために小菊栽培用ハウスの導入が必要だった。
④取り組んだ方策 パイプハウス事業費349,297円のところ事業活用により174,648円で導入し、初期費用の軽減を図った。
　H28実績　販売数量・販売金額 数量 18,200本　　　 金額   78.3万円
　H29実績　販売数量・販売金額 数量 25,880本　　　金額 102.6万円
　前年比 数量 142％　　　　  金額 131％
⑤取り組み後の状況 小菊栽培に必要な苗生産ハウスを事業で導入したことにより、初期投資額の軽減と苗生産ハ

ウスを専用に独立させることができた。育苗管理が適正にできたことで前年より定植本数が
増え、7,680本の増産に繋がった。

⑥農家コメント

平成28年度より小菊栽培を開始したが、栽培面積を拡大するには管理用ハウスの拡充が必
要だった。助成事業を活用することにより経費を軽減できたことがありがたい。また、指導
体制においても小菊部会については大規模産地である福島管内の生産部会との連携ができ
ているため、指導助言等が受けられ安心して栽培に取り組むことができた。

①項目 パイプハウス新設による栽培面積増反
②活用した支援事業 野菜生産拡大施設導入事業
③事業活用前の課題 水菜の栽培面積が確保できなかった。

④取り組んだ方策
平成28年にパイプハウスを増設し、水菜施設栽培2aから4aに増反。
パイプハウス事業費993,000円のところ事業活用により497,000円で導入し初期投資額
の軽減を図った。

　H27実績　販売数量・販売金額 数量 456㎏　　金額 22.1万円
　H28実績　販売数量・販売金額 数量 964㎏　　金額 57.4万円
　前年比 数量 211％　　金額 260％
⑤取り組み後の状況 施設増設により面積拡大に繋がったとともに、扱える品目が増え回転率が上がった。

⑥農家コメント 1年の収入の大部分が夏に集中していたため、秋冬野菜に取り組み、収入の確保につながっ
た。

安達地区:小菊生産農家
栽培品目・面積：�小菊８a

優良事例
1

優良事例
2

そうま地区：水菜生産農家
栽培品目・面積：水菜4a

ＪＡふくしま未来では来年度以降も支援事業を検討しています。情報は広報誌等でお繋ぎさせて頂きますので、ご確認よろしくお
願い致します。なお、補助事業内容、助成率は地区により異なります。

【
生
産
環
境
科
の
活
動
】　

福
島
県
相
双
農

林
事
務
所
主
催

の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

農
業
ガ
イ
ド
」
が

12
月
５
日
に
開
か

れ
、
生
産
環
境
科

の
２
年
生
28
人
が

「(

株)

櫻
井
ア
グ

リ
サ
ー
ビ
ス
」
と

「(

株)

ひ
ば
り
菜

園
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

は
「
今
回
、『
牛
・
稲
作
の
複
合
経
営
』

と
『
ネ
ギ
の
水
耕
栽
培
』
の
２
つ
の
農
業

法
人
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
法
人
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
就
職

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
質
問

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
経
営
者
の
方

か
ら
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
、

大
変
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ

て
農
業
法
人
を

学
べ
、
こ
れ
か

ら
の
学
習
や
進
路
に
役
立
つ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
環
境
緑
地
科
の
活
動
】

　

高
速
道
路
の
利
用
者
に
ひ
と
と
き
の
癒

し
を
感
じ
て
頂
こ
う
と
、
環
境
緑
地
科
の

１
年
生
29
人
は
11
月
14
日
、
ネ
ク
ス
コ
の

職
員
と
協
力
し
て

学
校
で
栽
培
し
た

ビ
オ
ラ
を
南
相
馬

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
花
壇
に
植
栽

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ネ
ク
ス

コ
の
職
員
か
ら
、

高
速
道
路
の
安
全

走
行
や
危
険
行
為
、
管
理
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

【
食
品
科
学
科
の
活
動
】

　

今
年
度
の
相
農
シ
ョ
ッ
プ
の
営
業
が
12

月
８
日
に
修
了
し
ま
し
た
。
１
年
間
に
７

回
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
に

農
産
物
や
食
品
加
工
物
を
購
入
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

相
農
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
食
品
製
造
コ
ー

ス
」
の
生
徒
が
製
造
し
た
パ
ン
や
和
菓
子
、

ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
、「
食
品
流

通
コ
ー
ス
」
の
生
徒
が
販
売
し
、
コ
ー
ス

の
特
色
や
自
身

の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
な
が

ら
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
実

施
す
る
予
定
で

す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
】

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
11
月

７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
２
年
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
関
係
や
製
造
業
な
ど
多
く
の
地
元
企

業
で
の
経
験
を
通
し
、
社
会
人
の
一
人
と

し
て
の
心
構
え
を
学
べ
、
卒
業
・
就
職
に

向
け
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

「
地
域
に
元
気
を

発
信
し
よ
う
！
」

を
合
言
葉
に

営
農
面

営
農
面
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女性部
活動紹介

　女性部安達地区本部二本松総合支部は12月16日、岳下体
育館で輪投げ大会を開き、お互いの交流を深めました。
　同支部は東日本大震災以降ボウリング大会を毎年行って
いましたが、地元のボウリング場が閉店してしまい寂しい
思いをしていたところ、同支部役員から「輪投げ大会をやっ
てみよう」という要望があり、今回初めて実施しました。
　同大会には部員48人が参加。班に分かれて個人戦5回と
団体戦2回を実施。参加者の皆さんは「独特の得点方法で頭
の体操だね」と話しながら、楽しく輪投げをしていました。
担当者は「来年も今年の反省点を踏まえながら開催したい」
と話していました。

結果は次の通り
（敬称略）
優　勝　菅野エク子
準優勝　安達さき子
３　位　松本よし子

　女性部伊達地区本部エルダー部会は11月29日、交流会を
伊達市保原中央交流館で開き、部員38人が参加しました。
同部会菊田信子部会長の「部員同士で交流しながら楽しく
料理を作りましょう」というあいさつで交流会がスタート。
今回は地元野菜やくだものを使い、素揚げしたかぼちゃや
長ネギを盛り付けた「欧風カツカレー」、材料を切って調味
液で和えるだけで簡単に作れる「白菜と人参のサラダ」、特
産品の柿にヨーグルトをかけた「柿ヨーグルト」の3品を調
理し、穏やかな雰囲気で交流を楽しみました。

　

部員の皆さんは「みんなで作れて楽しかった」「おいしいも
のを作ることが出来たので家でも作ってみたい」と大満足
の様子でした。

輪投げを楽しむ参加者の皆さん調理のコツを教わる参加者の皆さん
東京五輪音頭2020を披露した松川総合支部（水原・松川）の皆さん

太極拳で爽やかな汗を流す部員

カレーライスを振る舞う女性部員

賞状を受け取る佐藤たみ子総合支部長

調理中も会話が弾む

彩りが鮮やかなメニューの完成！

輪投げ大会で盛り上がる旬の食材で簡単クッキングに挑戦

太極拳で爽やかな汗 「ベースボールフェスタin福島」で
カレーライスを振る舞う

家の光普及推進で
福島東部総合支部が最優秀賞

旬の食材で3品作り交流楽しむ

福島

　女性部安達地区は11月29日に二本松会場、30日に本宮会
場で第3回レディース講座を開きました。今回は食育指導士・
食生活管理士・クッキングアドバイザーの久家雅子さんを
講師に招き、「簡単ヘルシー!手軽に美味しいおうち料理」
と題して、サツマイモご飯や大根と春雨の中華炒め煮、白
菜のマリネ、かぼちゃの豆板醤煮など旬の野菜を使った料
理7品を調理しました。調理後はみんなで試食をし、わきあ
いあいと楽しい時間を過ごしました。
　参加者は「いつも決まった料理ばかりになっていたが、
新しい使い方が学べてよかった」と喜んでいました。
　次回は「ときめき☆日帰りツアー~浅草でランチビュッフェ
と宝塚鑑賞」を実施します。

　女性部そうま地区本部は12月20日、同地区本部で女性大
学の健康関連教室を実施し、部員5人が太極拳を行いました。
　同大学は昨年6月に開講。これまで月1回程度講座を開い
てきました。この講座で習得した太極拳は2月に行う家の光
記事活用発表・生活文化活動発表大会で披露します。
　今回は南相馬市太極拳協会の山岡雪子さんと杉栄子さん
を講師に迎え、2月の発表に向けて太極拳の型の再確認を行
いました。参加者の皆さんは音楽に合わせながら体全体を
動かし、爽やかな汗を流していました。
　講座を終えた部員は「あと少しで発表なので、皆さんにしっ
かり見せられるよう残りの講座を頑張っていきたい」と話
していました。

　日本野球機構（ＮＰＢ）の東日本大震災復興支援事業「ベー
スボールフェスタin福島」が12月９日、南相馬市スポーツ
センターで開かれ、女性部そうま地区の部員がカレーライ
スを選手や子どもたちに振る舞いました。
　当日は県内外から200人を超える参加者が集まり、女性
部の皆さんは朝早くから準備に追われました。昼食になる
と子どもたちの長い列ができ、参加者は大盛りのカレーラ
イスを「おいしい」と話しながら味わっていました。

　福島地区は12月13日、家の光大会・生活文化活動発表会
を福島市のパルセいいざかで開き、女性部員など630人が
出席しました。表彰では福島東部総合支部が普及推進優良
女性部総合支部表彰で最優秀賞を受賞。また記事を活用し
た体験談発表や作品展も行い、「家の光」の普及拡大と教育
文化活動のさらなる発展に向けて一丸となりました。
　橘内弘子部長が「今年はみんなで切磋琢磨しながら活動
をしてきた一年だった。今後も発展させてより良い組織に
していこう」とあいさつし、第一部がスタート。表彰と来
賓祝辞の後、飯坂総合支部中野支部の斎藤幸子さん、吾妻
総合支部水保支部の小池チイ子さん、福島南総合支部大森
支部の丹治マサ子さんがユーモアを交えて記事活用発表を
行いました。

伊達そうま そうま

安達 安達

　第2部では7支部12組が日頃のクラブ活動で練習している
レクダンスや舞踊を披露し、会場を盛り上げました。
　第3部ではタレントの山田雅人さんが「『かたり』の世界」
と題して記念講演し、三春町出身の会沢テルさんの味噌作
りと震災の話を含む3本の物語を気持ちを込めて話しました。
表彰結果は以下の通りです。
【普及促進優良女性部総合支部表彰】
　最優秀賞…�福島東部総合支部
　優秀賞…吾妻総合支部、飯坂総合支部
【普及促進優良女性部支部表彰】
　�湯野支部、立子山支部、鳥川支部、大森支部、金谷川支部、
吉井田支部

【普及促進優良地区表彰】
　最優秀賞…松川地区　　優秀賞…北福島地区

生
活
面

生
活
面
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みみららいいろろキッチンキッチン
ベジフル

　今回は、栄養士の資格を持つ畠ゆかりさんがおすすめする、今が旬の「ブロッコリー」を使った
「宮中トッポギ風」を紹介します。

旬のブロッコリーとお正月に食べき
れなかったお餅で簡単クッキング♪
白いご飯やおつまみにぴったりの一
品です。

・ブロッコリー… 70g
・タマネギ…… 1/2個
・ニンジン…… 1/2本
・シイタケ……… 3枚
・もち………… 100g
・牛肉…………… 50g
・サラダ油… 大さじ1

①ＡとＢの合わせ調味料を作る。

②�ブロッコリーは小房に分け、タ
マネギは厚さ３㎜幅に薄切り、
ニンジンは厚さ２㎜に短冊切り、
シイタケは軸を取り除き厚さ３
㎜に切り、牛肉は５㎜幅の拍子
木切りにする。

③�もちを１㎝幅の拍子木切りにし、
フライパンで少しやわらかくな
るまで焼いたら、Ａを入れた容

器に移し、味をしみこませる。

④�フライパンにサラダ油を熱し、
牛肉を入れ、火が通ったらタマ
ネギ、ニンジンを加えて少し炒
め、最後にブロッコリー、シイタ
ケを入れて火が通るまで炒める。

⑤�全体に火が通ったら、③のもち
とＢを加え、味を調える。

⑥器に盛りつけたら完成。

作り方

宮
グンジュン
中トッポギ風

今回のメニュー

材料（2～3人分）

❷ ❸ ❹

A

■ 畠ゆかりさん

プロフィール
　当ＪＡの職員。普
段は支店の窓口を担
当するほか、ＪＡ農
産物ＰＲチームに所
属し、農産物の消費
宣伝活動にも取り組
んでいる。

みらいっ子
元元 気気にに すすすす くくくく

福島地区 安達地区

そうま地区そうま地区 伊達地区

福島市
●難波哲雄さん、
　敏子さんのお孫さん
●海

かい

翔
と

くん（5歳）、
　萌

も

々
も

花
か

ちゃん（1歳）

本宮市
●吉田茂さん、
　有子さんのお子さん
●有

ゆ

希
き

ちゃん（2歳）

南相馬市原町区
●小椋亮さん、
　友里衣さんのお子さん
●美

み

織
おり

ちゃん（1歳）

桑折町
●佐竹宏信さん、
　幸子さんのお子さん
●心

こ

春
はる

ちゃん（9ヶ月）

じぃじとばぁばを
末永くよろしくね。

元気にすくすく
育ってね！

元気に育ってね！優しい女の子
になってね♪

　醤油……… 小さじ3
　砂糖……… 小さじ1
 
　醤油……… 大さじ2
　砂糖……… 大さじ1
　みりん…… 大さじ1
　料理酒…… 大さじ1
　ごま油…… 大さじ1
　コショウ………少々
　いりゴマ………適量
　コチュジャン お好みで

B

生
活
面

生
活
面
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よくわかる福大農学系学部設置について

学生たちの酒米・お酒づくり
北村 育美 福島大学地域産業復興プログラム

研究員

今月の
おすすめ
商品

　

平
成
31
年
に
開
学
予
定
の
「
食
農

学
類
」
の
学
生
は
、
地
域
の
中
に
積

極
的
に
出
掛
け
、
食
と
農
に
関
わ
る

活
動
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
既
存
の
学
類
の
ゼ
ミ
の
中

で
モ
デ
ル
と
位
置
付
け
て
い
る
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

経
済
経
営
学
類
の
小
山
良
太
ゼ
ミ

（
地
域
経
済
）
で
は
、
福
島
県
産
の

食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
正
確
な
情

報
の
発
信
と
、
福
島
米
の
お
い
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
福
島
市
内
の
農
家

さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
学
生

自
身
が
主
体
的
に
米
づ
く
り
を
始
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
米
づ
く
り
も
4
年
目
と

な
り
、
米
の
需
要
の
拡
大
や
付
加
価

値
向
上
を
目
指
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
、
お
酒
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
生
に
と
っ
て
、
日
本
酒
は
、

実
は
飲
む
機
会
が
少
な
く
、
日
本
酒

の
お
い
し
さ
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
し
た
。そ
こ
で
、ま
ず
は
、

お
酒
に
な
る
酒
造
好
適
米
（
酒
米
）

の
種
類
や
特
徴
を
勉
強
し
、
酒
蔵
の

見
学
な
ど
を
重
ね
て
、
日
本
酒
の
基

本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
学
び
ま
し
た
。

酒
米
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
主
食
用

の
米
づ
く
り
で
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
元
松
川
町
の
株
式
会
社
松
川

ア
グ
リ
農
産
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
福
島
市
内
に
「
福
島
地

域
酒
米
研
究
会
」
が
発
足
し
、
市
内

の
酒
蔵
、
酒
米
づ
く
り
に
取
り
組
む

農
家
、Ｊ
Ａ
等
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
で
は
、「
福
島
地
域
に
お
け

る
地
産
地
消
に
よ
る
日
本
酒
づ
く
り

と
良
質
な
酒
造
好
適
米
生
産
に
よ
る

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
振
興
」
を

目
的
と
し
、
酒
蔵
と
農
家
の
つ
な
が

り
を
強
固
に
す
る
た
め
、
定
期
的
に

情
報
交
換
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

会
合
に
は
、
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
も

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お

酒
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る

大
人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
は
、
若
い
人
に
日
本
酒
を
飲
ん

で
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
と

思
う
か
と
い
う
大
き
な
宿
題
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の
中
で
、
議
論

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

12
月
に
は
酒
の
仕
込
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
松
川
町
で
取
れ
た
酒
米
を

使
い
、
松
川
町
の
酒
蔵
で
あ
る
金
水

晶
酒
造
店
さ
ん
で
仕
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
地
産
地
消
の
お
酒
で

す
。
大
き
な
釜
で
蒸
さ
れ
た
米
に
麹

菌
を
ふ
り
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
酒
を
か
き
混

ぜ
る
作
業
も
体
験
し
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
そ
の
地
道
な
作
業
の
中
に
、

酒
づ
く
り
の
大
変
さ
と
真
髄
を
感
じ

た
よ
う
で
す
。

　

で
き
た
お
酒
は
、
福
島
大
学
の
お

酒
と
し
て
、
今
年
3
月
の
上
旬
に
売

り
出
す
予
定
で
す
。
現
在
、
お
酒
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ラ
ベ
ル
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。
お
酒
の
名
前
と
ラ
ベ

ル
は
、
い
わ
ば
お
酒
の
顔
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ

ん
。
学
生
た
ち
は
、
日
本
酒
を
飲
む

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
お
酒
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
ま
す
が
、
大
人
た
ち
は
、

購
買
層
は
年
配
者
で
あ
る
か
ら
、
あ

ま
り
ポ
ッ
プ
な
柄
だ
と
売
れ
な
い
な

ど
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
の
皆
さ
ん
に

も
ま
れ
な
が
ら
、
酒
米
栽
培
か
ら
、

お
酒
づ
く
り
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
は
貴
重
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
お
酒
は
、
Ｊ
Ａ
の
直
売

所
「
こ
こ
ら
」
や
、
県
内
の
い
く
つ

か
の
酒
店
さ
ん
に
置
い
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
手

に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

松川町の歴史と酒造りについて伺う

金水晶で仕込みを体験する学生

　当ＪＡそうま地区でブランド化に取り組む米「天のつぶ」を使った新たな商品が誕生
しました。
　一つはカップ型のクッキーにキャラメルを流し込み、大粒の米パフを散らして固めた「米
パフキャラメルクッキー」。袋を開けたとき、一般的に想像するクッキーとは違う見た目
の珍しさに、まず驚きます。甘めのキャラメル、サクサクの米パフ、あっさりとした甘
さのクッキーのバランスが丁度よく、コーヒーや紅茶との相性バツグン。ザクザクとし
た食感も楽しく、いつものティータイムのお供にオススメです。
　二つ目は米パフを甘さ控えめのチョコレートで固めたドーム型の「米パフチョコクラ
ンチ」。１個はあまり大きくありませんが、思っている以上に米パフがぎっしりと入って
いるため、前述のクッキーよりも米パフの存在を感じられます。12個入りで450円（税抜）
という手頃さでお土産にも重宝しそうです！
　どちらも、そうま地区の農産物直売所「旬のひろば」と「ふれあい旬のひろば」でお
買い求め頂けます！

【ふれあい旬のひろば】
場　　所：相馬市尾浜字細田241-1 
営業時間：9:00~18:00
定 休 日：年末年始
お問合せ：0244-38-6311

【旬のひろば】
場　　所：南相馬市原町区錦町1丁目13
営業時間：9:00〜18:00
定 休 日：年末年始
お問合せ：0244-22-2860

　このコーナーでは当ＪＡが販売する話題の商品や
新商品を紹介します！広報課職員のアンテナを張り
巡らせて、６次化商品に生産資材や生活資材まで幅
広く取り上げて参ります！

「天のつぶ」加工品・新ラインナップ登場

ホログラム調の箱の黒色と稲穂のイラストが目を引くパッケージ
左が「米パフキャラメルクッキー」12枚入り・650円（税抜）、右が「米パフチョコクランチ」12個入り・450円（税抜）

「天のつぶ」の大粒な特徴を生かした２商品

生
活
面

生
活
面

31 30



俳
句

校
庭
の
裸
木
子
ら
の
声
を
ま
つ

志
賀 

隆
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

庭
先
の
南
天
の
実
に
初は
つ

雀
す
ず
め

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

切
り
干
し
に
冬
の
日
射
し
が
香
り
づ
け

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

荒
庭
に
植
え
た
人
な
し
万
両
熟
る
る

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

鯖
湖
の
湯
手
足
伸
ば
し
て
年
暮
れ
る

石
幡 

洋
一さ
ん
（
桑
折
町
）

師
走
と
て
冬
将
軍
も
駆
け
足
で

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

嶺
白
く
大
麻
頒
布
の
候
と
な
る

武
田 

明
守
さ
ん
（
大
玉
村
）

短
歌

年
の
瀬
や
今
年
の
漢
字
北
と
な
り

　

も
ろ
も
ろ
の
事
悲
憤
せ
り

遠
藤 

文
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

妻
逝
き
て
百
日
な
り
て
墓
参
せ
ば

　

師
走
の
風
に
新
雪
の
舞
い

岡
崎 

英
也
さ
ん
（
桑
折
町
）

ど
こ
に
顔
手
足
も
み
え
ず
黙モ
ク

黙モ
ク

と

　

雪
虫
真
ん
丸
雪
を
ば
告
げ
ゆ
く

吉
田 

英
子
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

凛
と
し
て
心
新
た
に
初
詣

　

夢
を
追
い
か
け
健
康
願
ふ

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

川
柳

愛
犬
と
寒
さ
分
け
合
う
散
歩
路

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

ま
た
外
れ
夢
追
い
人
宝
く
じ

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

親
子
旅
脳
裏
に
刻き
ざ

み
思
い
で
よ

林 

は
つ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

相
撲
界
ト
ラ
ブ
ル
あ
と
は
水
か
け
遊あ
そ

び
か

武
山 

勇
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

殺
人
者
殺
す
つ
も
り
な
かっ
た
ど
う
ゆ
う
わ
け

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

散
歩
道
猿
と
山サ

茶ザ
ン

花カ

共
演
し

大
畑 

敦
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

宮
奇
襲
姉
弟
ト
ラ
ブ
ル
戦
国
も
ど
き

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ぎご

は

ん

米

ん
め
し
が
家
畜
の
飼
料
超
悔
し
い

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

冬
来
た
り
な
ば
身
は
寒
い
が
心
が
暖
か
く

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

新
年
も
放
射
地
震
津
波
め
げ
ず
に
が
ん
ば
り
だ

藤
原 

馨
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
嫌
な
こ
と
等
起
こ
ら
ぬ
よ
う

藤
原 

和
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

吾
が
国
も
法
律
多
し
足あ
し

す
べ
ら
す
な

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

女
市
議
議
会
に
子
供
と
こ
れ
議
員
な
の

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

セ
ク
ハ
ラ
か
？
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
老
婆
を
抱
い
た

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

八
十
路
登
っ
て
迎
え
た
米
寿
山

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

く
に
み
デ
ー
で
迎
い
に
来
る
の
楽
し
み
で

佐
久
間 

セ
ツ
子
さ
ん
（
国
見
町
）

老ろ
う

公こ
う
の
訓
辞
教
育
肝き
も

に
入
る

佐
藤 

福
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

孫
三
人
爺
婆
思
い
て
若
菜
つ
む

佐
藤 

ツ
ネ
さ
ん
（
福
島
市
）

靄
切
れ
て
久
し
ぶ
り
見
る
金
華
山

浜
野 

春
江
さ
ん
（
新
地
町
）

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
眺
め
て
な
ぜ
か
語
り
か
け

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

公
約
は
いつ
も
破
ら
れ
我
慢
だ
け

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

初
雲
や
道
わ
見
い
な
い
山
の
道

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

岡﨑 イクさん（桑折町） 大槻 純子さん（桑折町）

菅野 惠子さん（桑折町）

野田 好子さん（伊達市保原町）鈴木 栄子さん（伊達市保原町）桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

曳地 美雪さん（伊達市梁川町） 清野 カツ子さん（伊達市保原町） 大石 久子さん（二本松市）

髙橋 きぬさん（伊達市保原町）
山田 ひで子さん（伊達市保原町） 五賀 友子（南相馬市鹿島区） 宍戸 フミさん（桑折町）

清野 八智子さん（伊達市保原町）

鈴木 武子さん（伊達市保原町）

今村 久子さん（伊達市保原町）佐藤 ヨシさん（二本松市）佐藤 弘美さん（福島市）

作品募集中 !
絵手紙、川柳、俳句などの作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキま
たは封書にて、お送りください。また、「みらいろ」
を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は1月22日（月）必着です。
〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

※応募多数の場合は、掲載できない場合もございます、
あらかじめご了承ください。
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健 康 コ ラ ム健 康 コ ラ ム
HealthHealth ColumnColumn

福島県農協会館診療所（所長）
重富 秀一 氏かぜ（感冒）の特効薬はあるか？

　

昔
か
ら
「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と

い
わ
れ
て
い
る
た
め
か
、
喉
の
違
和
感
、

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
風

邪
症
状
が
出
る
と
、
早
く
治
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
診
療
所
を
訪
れ
る
方
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
風
邪
を
治
す
特
効

薬
っ
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
承
知

の
よ
う
に
空
気
中
を
漂
う
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
が
呼
吸
と
と
も
に
体
内
に
入
り
、

鼻
腔
か
ら
上
気
道
の
粘
膜
に
侵
入
し
て

炎
症
を
起
こ
す
と
鼻
症
状
（
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
）、
咽
頭
症
状
（
喉

の
違
和
感
や
痛
み
）、
咳
や
痰
、
微
熱
、

倦
怠
感
、
食
欲
不
振
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
風

邪
症
状
で
す
。
原
因
と
な
る
微
生
物
の

80
～
90
％
が
ウ
イ
ル
ス
、
残
り
の
10
～

20
％
は
細
菌
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど

で
す
。
普
通
感
冒
（
い
わ
ゆ
る
風
邪
）

の
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
き
わ
め
て
多
く
、

ウ
イ
ル
ス
の
同
定
（
生
物
の
分
類
上
の

所
属
や
種
名
を
決
定
す
る
こ
と
）
は
き

わ
め
て
困
難
で
す
。
仮
に
原
因
ウ
イ
ル

ス
が
確
定
し
て
も
有
効
な
薬
剤
は
あ
り

ま
せ
ん
。
風
邪
症
状
を
伴
う
感
染
症
の

う
ち
、
抗
生
物
質
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が

有
効
な
病
気
（
細
菌
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
微
生
物
に
効

果
の
あ
る
薬
を
投
与
す
る
こ
と
で
原
因

と
な
る
微
生
物
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
が
流
行

し
て
い
る
時
期
に
特
徴
的
な
症
状
が
み

ら
れ
た
場
合
は
血
液
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
行
っ
て
正
確
に
診
断
し
て
有
効
な

治
療
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
、
い

わ
ゆ
る
普
通
感
冒
の
場
合
は
、
対
症
療

法
を
行
い
、
安
静
と
保
温
に
努
め
、
栄

養
を
と
っ
て
自
然
に
治
癒
す
る
ま
で
経

過
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
じ
れ
っ

た
い
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
免
疫
力
で
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
撃

退
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
私

た
ち
は
常
に
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。
き

れ
い
な
空
気
で
あ
っ
て
も
埃
や
微
生
物

が
漂
っ
て
い
ま
す
の
で
、
1
日
に
吸
い

込
む
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
数
は
10
～

20
万
個
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
鼻
や

気
道
の
細
胞
は
粘
膜
で
保
護
さ
れ
、
表

面
に
あ
る
繊
毛
の
絶
え
間
な
い
動
き
に

よ
っ
て
異
物
は
常
に
外
へ
と
送
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
気
道
の
奥
ま
で
微

生
物
が
侵
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
空
気
が
乾
燥
す
る
と
粘
膜

表
面
が
傷
つ
き
、
繊
毛
の
運
動
も
弱
く

な
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
た
冬
に
風

邪
を
引
き
や
す
く
な
る
の
は
こ
の
よ
う

な
理
由
に
よ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
と
、
微
生
物
の
吸
入
を
抑
制
す
る

だ
け
で
な
く
鼻
咽
頭
の
湿
気
も
保
た
れ

る
の
で
、
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
の
風
邪

予
防
に
は
効
果
的
で
す
。
さ
て
、
う
が

い
（
嗽
）
は
日
本
独
特
の
習
慣
で
す
。

う
が
い
が
手
洗
い
と
同
じ
く
感
染
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
科
学
的
に
実
証
さ
れ
た
の
は

最
近
の
こ
と
で
す
（
図
）。
水
う
が
い

を
し
た
群
で
は
、
特
に
う
が
い
を
し
な

い
群
に
比
べ
て
風
邪
の
発
症
者
が
40
％

減
少
し
ま
し
た
。
ヨ
ウ
素
系
う
が
い
薬

は
口
腔
内
の
消
毒
に
有
効
な
薬
剤
で
す

が
、
風
邪
の
予
防
目
的
で
は
効
果
が
な

い
よ
う
で
す
。
う
が
い
薬
は
風
邪
の
予

防
に
有
効
な
だ
け
で
な
く
、
口
腔
内
を

き
れ
い
に
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
大

人
の
口
の
中
に
は
、
な
ん
と
３
０
０
～

７
０
０
種
類
の
細
菌
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
清
潔
な
人
の
口
腔
内
で
も
約

１
０
０
０
～
２
０
０
０
億
個
と
い
わ
れ

ま
す
。
ぞ
っ
と
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は

こ
れ
ら
の
細
菌
と
共
存
し
て
お
り
、
健

康
で
免
疫
力
が
正
常
な
人
で
問
題
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
に
い

る
細
菌
は
唾
液
に
よ
っ
て
洗
い
流
さ
れ

ま
す
。
唾
液
の
自
浄
作
用
が
働
い
て
い

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
加
齢
や
脱
水
な

ど
で
唾
液
の
分
泌
が
低
下
し
た
り
、
歯

磨
き
を
怠
っ
た
り
す
る
と
細
菌

が
繁
殖
し
ま
す
。
歯
垢
や
舌
苔

に
は
多
く
の
細
菌
が
潜
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
細
菌
に
は
全

身
疾
患
の
原
因
菌
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

口
腔
内
に
細
菌
が
増
え
る
と
鼻

や
喉
の
粘
膜
は
障
害
さ
れ
や
す

く
な
り
、
外
か
ら
侵
入
し
た
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
内
に
侵

入
す
る
可
能
性
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
は
肺
炎
や
そ
の
他
の
全
身

疾
患
の
予
防
に
も
有
用
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
風
邪
の
季
節
だ

け
で
な
く
、
普
段
か
ら
う
が
い

を
し
て
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
区
別
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
体
温
が
37
℃
前
後
で

症
状
が
軽
く
と
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は
48
時

間
以
内
に
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
に
よ

る
治
療
を
開
始
し
な
い
と
薬
の
効
果
が

十
分
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
期
に
風
邪
症
状
が
出
た
場

合
は
、
自
己
判
断
せ
ず
、
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ
で
、
市

販
さ
れ
て
い
る
風
邪
薬
は
５
０
０
種
類

以
上
あ
り
ま
す
。
軽
い
風
邪
症
状
を
抑

え
る
た
め
に
市
販
薬
を
服
用
す
る
の
は

良
い
の
で
す
が
、
数
日
服
用
し
て
も
改

善
し
な
い
と
き
は
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

（出典：Satomura K. Am J PrevMed.2005;29:302-7）
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平成30年3月
ポイントカードが新しく

なります！

現
ポイントカード
  終了します！
ポイントカード
  終了します！

❶ ポイントの持ち越しはできません。
❷ 現行ポイントカードのポイント付与は平成30年1月末
　 までとなります。
❸ 平成30年1月末までにポイントはご使用ください。

ご注意ください

生
活
面

生
活
面

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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お気づきの点がございましたら、下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。

ふくしま未来農業協同組合コンプライアンス対策課　☎024-529-7951

ＪＡご利用の皆様へＪＡご利用の皆様へ
　日頃は、ＪＡ事業をご利用いただき、厚く御礼申し上げます。
　皆様から、より一層のご信頼をいただけるよう下記の取り
扱いをさせていただいております。ご理解とご協力をお願い
いたします。

　皆様にご利用いただいております。貯金の残高に誤りがないかを文書にて、
確認いただく場合がございます。
　この確認は、当ＪＡの事務処理の正確性と効率性との高揚をはかるため実施
するもので無作為な抽出により実施いたします。残高確認に関する書類が届い
た際は、趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

残高確認について

加入年齢 納付期間 性別
年金額（年額）

運用利回り2.5％ 運用利回り3％

20歳

30歳

40歳

50歳

40年

30年

20年

10年

男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性

約79万円
約66万円
約52万円
約44万円
約31万円
約26万円
約14万円
約12万円

約87万円
約73万円
約56万円
約47万円
約33万円
約27万円
約14万円
約12万円

農政資金業務課　TEL:024-554-5508

286

老後はお金の心配をせずに暮らしたいものです。その間、予測可能な経
済変動があり、思わぬケガや病気もあります。

高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦2人）の家計費は、現金支出
）りよどな査調計家省務総（。すで円千8万32約額月で

農業者皆さんが加入している国民年金の支給額は、40年加入で月額焼
く6万5千円、夫婦あわせて月額約13万円です。

（注）この試算は、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5%及び3%、65歳以降の予定利率が0.50%と
なった場合の試算です。

１月２５日（木）
午前９時３０分～午後４時
１月２５日（木）
午前９時３０分～午後４時

伊達市「ふるさと会館　ＭＤＤホール」伊達市「ふるさと会館　ＭＤＤホール」

２６日（金）
午前９時３０分～午後３時
２６日（金）
午前９時３０分～午後３時

平成３０年平成３０年

農業資材商品説明会のご案内

肥料や農薬などのメーカーが一堂に集まり、肥料、農薬などの農業資材の新商品や新技術など
を紹介！！  講習会もありますので、皆様のご参加をお待ちしております。
肥料や農薬などのメーカーが一堂に集まり、肥料、農薬などの農業資材の新商品や新技術など
を紹介！！  講習会もありますので、皆様のご参加をお待ちしております。

昨年度参加メーカー
◎肥　料　片倉コープアグリ・ジェイカムアグリ・サンアグロ・セントラル化成　など１３社
◎農　薬　協友アグリ・バイエルクロップサイエンス・ＢＡＳＦジャパン・北興化学　など１６社
◎種　苗　福島天香園・カネコ種苗・ときわ研究場・タキイ種苗
◎資　材　みかど化工・東都興業・三菱樹脂アグリドリーム・シモジマ　など３８社 

昨年度参加メーカー
◎肥　料　片倉コープアグリ・ジェイカムアグリ・サンアグロ・セントラル化成　など１３社
◎農　薬　協友アグリ・バイエルクロップサイエンス・ＢＡＳＦジャパン・北興化学　など１６社
◎種　苗　福島天香園・カネコ種苗・ときわ研究場・タキイ種苗
◎資　材　みかど化工・東都興業・三菱樹脂アグリドリーム・シモジマ　など３８社 

日時

場所

2018年

遺 言 信 託遺 言 信 託
■財産に関する遺言書作成
のお手伝いを致します。
作成された遺言書は責任をもって農
中信託銀行がお預かりをし、相続開
始時には確実にご指定の方にお引き
渡しします。

■遺言は円滑な相続のお役に立ちます。
○次のような方々に遺言がお役に立ちます
●農業後継者など跡取りの方に多く相続させたい方
●相続争いを未然に防ぎ、円滑に遺産分割を済ませたい方
●お借入のある方
●お子さまのいないご夫婦

お問い合わせ先 推進部資産管理課　024-573-1247

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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JAからのお知らせJAからのお知らせJAからのお知らせJAからのお知らせ イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報

2月3日（土）4日（日）　午前9時～午後3時日　時

㈱マックスサービスそうま相馬自動車センター
相馬市馬場野字雨田162

場　所

決算！ 大展示会

JAふくしま未来の概要 理事会報告
平成29年11月末現在
組合員数（正） 46,510人
　　　　（准） 47,885人
役員数　理事 55人
　　　　監事 8人
職　員　数 1,412人
准職員数 354人
出　資　金 16,231百万円

事業実績
購買品供給高 12,915百万円
販売品販売高 20,794百万円
貯 　 金 　 高 718,537百万円
貸  付  金  高 158,606百万円
長期共済保有高 2,702,427百万円

第10回理事会 日時 ▼  平成29年11月30日（木）午後1時30分
場所 ▼ＪＡ福島ビル10階　1001会議室

■協議事項
議案第１号　信用事業事務取扱手数料徴収基準の一部改正について
議案第２号　理事会承認貸付金について
議案第３号　子会社（ＪＡ共同施設㈱）の固定資産取得について
議案第４号　�新地スマートエナジー株式会社設立に伴う出資および役員候

補者選出について
議案第５号　公印管理規程の一部改正について
議案第６号　平成29年度年末賞与の支給について
議案第７号　�ＪＡふくしま未来不祥事再発防止策（兼整備計画）の設定につ

いて
議案第８号　役員責任調査委員会の設置について

そうま地区

福島地区

野菜栽培指導会のお知らせ
①春まき野菜の品種及び栽培のポイント
②春まき野菜の種子、苗の注文について

★今月の内容★

2月4日（日）　午前9時～午後４時日　時

場　所

内　容

特　典

みらいホール保原（保原町字下野崎5-1）

料理・引物・引菓子

来場記念品・ご成約プレゼント

お問い合せ TEL 0244-36-5544 / FAX 0244-35-6468

TEL 0244-36-5544 / FAX 0244-35-6468

法要展示・予約会　開催

　新年を迎え、1月も中旬となりました。今年は戌
年ということで特集ページは各地区のワンコを集め
ました。今年は犬に負けないぐらい取材で走りまわ
り、地域の皆様との交流を増やしていきたいです。
今年もよろしくお願いします。� 羽賀

編集後記

クロスワードパズルクロスワードパズル
タテのカギ ヨコのカギ

二重マスの文字をA~Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

答え

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所 
④氏名  ⑤年齢  ⑥職業  ⑦電話番号  ⑧ＪＡや広報誌
に関するご意見、ご要望、地域の話題等を記入の上、
下記の宛て先までご応募ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東 1-1
ＪＡふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」係

応募方法

宛て先

締め切り

※記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

平成 30年 1月22日（月）必着

①2018年の─五輪は平昌で行われます
②力士が踏むもの
③ツルのものは長く、カモのものは平たい
④尺八やフルートはこの仲間
⑤医師に処方してもらうものの一つ
⑦ずいぶんと──が飛躍しているなあ
⑩銀世界を眺めて楽しむこと
⑫日本──が寒波に覆われた
⑬スマホで明日の天気──を調べた
⑭漢字で書くと最中。あんの入った和菓子
です
⑰桃太郎の場合は犬・猿・キジ
⑲鬼の頭に生えています
⑳バレンタインの本命チョコに込めます

たくさんのご応募ありがとう
ございました。
正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせてい
ただきます。

先月号の答え

JAふくしま未来
オリジナルキャラクター
きゅうり之介

②友人の結婚をみんなで──した
⑥魚の下ごしらえの際に取ることも
⑧将棋に似た西洋のゲーム
⑨五輪で１位の選手がもらうメダルの色
⑩温めた豆乳から引き上げます
⑪アルバイトの面接を受ける際、書いて持
っていくことも
⑮ドストエフスキーの著書『──と罰』
⑯寒い日にはポッと赤くなる人も
⑱ボルトと組み合わせて使います
⑳セーフの対義語
㉑模試では合格の──が80％だった

フ ク ブ ク ロ
そうま地区地域支援課　TEL�0244-67-2551

1月29日（月）～2月4日（日）
（午前9時～午後4時　最終日は午後2時まで）

作品展示

お問い合わせ先

2月4日（日）午前9時30分～
午前の部　家の光記事活用発表・大正琴発表
午後の部　踊りなど

発表会

相馬中村総合研修センター
（相馬市馬場野字岩穴前198）

会　場

※ 昼食が必要な方は事前に、お近くの購買窓口または
そうま地区本部地域支援課までお申し込みください。

（お弁当代300円）

第2回ＪＡふくしま未来そうま地区
生活文化活動発表会開催のお知らせ

1月26日（金）、27日（土）、28日（日）日　時

二本松支店　（二本松市成田町1－821－1）場　所

2018年新作振袖を展示、販売いたします。今回は10
周年を記念して、特別価格の商品もございます。また、
ご来場記念特典や運試し抽選会もありますので、皆様
のご来場お待ちしております。

きものフェスタ２０１８開催

1月20日（土）21日（日）は管内の直売所各店舗で
「あんぽ柿まつり」を開催します!!
　店舗ごとにオリジナルイベン
トを実施しますので、皆さんの
ご来店お待ちしております!

「あんぽ柿まつり」開催
　震災後、「お客さま確認シート（避難先届）」の提出により、ＪＡカード等の転送不要の取扱いも
可能にしてまいりましたが、この度、当局では「お客さま確認シート（避難先届）」での取扱いを
終了し、通常の「転居届」を提出していただくようになります。一般の郵便物は転送先へ配達い
ただけますが、ＪＡカード等の転送不要の郵便物については転送されず差出人様へ返送となります。
　身分証明書（免許証等）の住所変更していない方、現住所への住所変更手続きをしていない方、
貯金口座のある各店舗へ来店されます様、宜しくお願い致します。
　尚、転送に関する詳しい内容につきましては、最寄りの郵便局へお問い合わせいただきます様、
重ねてお願い致します。

原町郵便局より大切なお知らせ
住所変更しましたか…？

買うなら
このチャンス！

全地区

1月31日（水） 午前10時30分～ 北信支店会議室
 午後  2時～ 川俣飯野営農センター会議室
2月  1日（木） 午前10時30分～ 福島南支店会議室
 午後  2時～ 庭塚地区活性化センター会議室
2月  2日（金） 午前10時30分～ 松川営農センター会議室
 午後  2時～ 立子山地区活性化ｾﾝﾀｰ会議室
※最寄りの会場へお越し下さい。

福島地区

花卉新規栽培者募集説明会
1月23日（火） 午前10時~　北信支店2階小会議室

午後  2時~　福島南支店2階小会議室
1月24日（水） 午前10時~　吾妻営農センター2階会議室

午後  2時~　松川営農センター2階小会議室
1月25日（木） 午前10時~　川俣資材店2階小会議室

午後  2時~　山木屋支店2階大会議室

安達地区

お問い合わせ　安達地区本部経済課　0243－33－2737

そうま地区

　当ＪＡそうま地区では、管内で生活文化活動に
取り組む団体を対象に「第2回ＪＡふくしま未来そ
うま地区生活文化発表会」を開催します。
当日は、家の光記事活用発表や大正琴、踊り、つる
し雛等を展示します。
入場は無料で、どなたでもご覧いただくことがで
きます。是非ご来場いただきお楽しみください。

伊達地区お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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立
子
山
の
冬
の
風
物
詩

凍
み
豆
腐
作
り

　
福
島
地
区
の
立
子
山
で
は
特
産
の
凍
み
豆

腐
作
り
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
凍
み
豆
腐
は
凍
ら
せ
た
豆
腐
を
藁
で
１
つ
１

つ
編
み
上
げ
、
そ
れ
ら
を
竿
に
吊
る
し
天
日
で

１
週
間
ほ
ど
干
し
て
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ

の
作
業
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で
続
き
ま
す
。

　
干
し
場
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
凍
み
豆
腐
は

吾
妻
山
か
ら
吹
き
降
ろ
す
冷
風
に
よ
っ
て
旨
味

を
凝
縮
さ
せ
、
皆
さ
ん
の
手
に
届
く
の
を
待
ち

わ
び
て
い
ま
す
。

農農
の
あ
る
風
景

〜
福
島
市
立
子
山
〜


